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免除額 申請資格 所得基準

（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の
緩和特例

入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

北
海
道
大
学

全額・半額
4分の1
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（学力基準なし）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
＊東北、熊本の震災につい
ては特例免除あり

◎要項や学則に公表しておらず
不明

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は学部等で定
める標準修得単位数以上を修得
した者で、免除申請時において
通算GPA2.7以上の者
「院生」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期は研究科等で定め
る標準修得単位数以上を修得し
た者で、免除申請時までの修得
科目の学業成績の評定平均値が
2.0以上の者
「博士」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は研究科にお
いて優秀と認められた者
＊評定平均値は秀：4、優：3、
良：2、可：1とした総和を、修
得した科目数で除した値

◎学力基準の緩和あ
り
（困窮者等に対し）
・母子家庭等特別な
理由があり家計困窮
度が非常に高い場合
は、学力基準を緩和
する事あり

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明））

◎特になし

北
海
道
教
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合

◎要項や学則を公表しておらず
不明

◎要項や学則を公表しておらず
不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明））

◎要項や学則
を公表してお
らず不明

室
蘭
工
業

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合

◎要項や学則を公表しておらず
不明

◎要項や学則を公表しておらず
不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明））

◎あり
＊大学院博士
後期課程に在
籍している社
会人学生につ
いては授業料
の半額免除を
別枠で設定（卓
越した学生に
対する授業料
免除）

小
樽
商
科
大
学

全額・半額・
4分の1
（特別事業）
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
③経済的理由により修学困
難と認められる者（授業料
免除特別枠事業のみ）

◎収入基準額については免除額
に応じて設定されておらず、一
定の収入基準額を下回った者か
ら予算内で困窮度に応じて免除
額が決定（収入基準額について
は文科省の半額免除の基準と同
等）
◎給与所得の控除、特別控除額
についても設定
＊給与所得の控除、特別控除額
については全て文科省基準と同
等
＊特別控除項目も文科省と同じ

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②前年度に規定単位数以上（2年
次・3年次学生は31単位以上、4
年次は25単位以上）を修得し、
GPAが学年における上位70％
以内
「院生」
①1年次は学力基準なし
②前年度に規定単位数以上（修
士2年次は16単位、博士2年次は
6単位以上）を修得し、GPA2.1
以上の者

◎学力基準緩和あり
①特別な事情（母子・
父子世帯で困窮な
者、生活保護世帯、
本人が障害者など）
ある場合
②授業料免除を受け
ることで成績が好転
する可能性が高いと
認められ、指導教員か
らの推薦書のある者
＊（規定単位数を修
得し）
①に該当する者は
GPA上位80％以内
に緩和
②に該当する者は上
位75％に学力基準緩
和（学部）
＊①及び②の該当者
は院生についても学
力基準緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明））

◎授業料免除
特別枠事業あり
（小樽商科大
学修学支援基
金が財源）
＊①免除不許
可となった者、
及び②家計の
状態が小樽商
科大学修学支
援基金運営委
員会の定める
基準以下の者
については、
学力基準に関
わらず、4分の
1免除を受けら
れる可能性が
あり



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎申請者本人のアルバイト
収入などについては所得証
明提出必要

◎提出書類等無く、家計評価
において無関係

◎給付型奨学金は所
得に計算する
＊貸与は所得に含ま
ないが、家計状況に
記入必要あり

◎要項や学則に公表
しておらず不明

◎「長期療養者に係る
控除」について診療に
係る費用以外の介護に
係る費用、老人ホーム
の入所費などは対象外
と明記

＊東北、熊本の震災
については特例免除
あり

◎1年まで最短就業
年数を超えても可、
それ以上は病気、留
学など特別な理由な
い場合不可

◎要項や学則を公表してお
らず不明

◎要項や学則を公表しておら
ず不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎要項や学則を公表し
ておらず不明

◎特になし ◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎要項や学則を公表してお
らず不明

◎要項や学則を公表しておら
ず不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎要項や学則を公表し
ておらず不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎就学者含め所得の証明書
世帯全員分提出必要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金を含め学生
の収入については独
立生計者を除き、世
帯総収入に加算しな
いと明記

◎収入基準額につい
ては、文科省の半額
免除基準と同等
◎特別控除額や給与
に係る控除について
も文科省基準と同等

◎特に記載なし ◎特になし ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

帯
広
畜
産
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合

◎全額免除の収入基準額につい
ては文科省基準よりも100万円
厳しく設定されている。
◎特別控除額や給与に係る控除
については文科省基準と同等
＊家計評価の基準については学
則に明記

◎要項を公表しておらず不明 ◎要項を公表してお
らず不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明））

◎要項を公表
しておらず不
明

旭
川
医
科
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定されてお
り、いずれも文科省基準と同等
◎特別控除額の額が（「長期療
養者のいる世帯」、「父母以外
の者で収入を得ている者のいる
世帯」に対する特別控除額は同
等）ほぼすべての項目で文科省
基準よりも大幅に高く（7～72万
円）、控除額が大きい。ただ、
本人に対する控除額について
は、文科省平均よりも少し低く
設定されている。
＊「母（父）子世帯に対する控
除」、「障害者一人あたりに対
する控除」についてはそれぞれ
文科省基準よりも50万、13万円
控除額が多い
◎特別控除の対象となる特別の
事情に関して「多子世帯である
こと」という基準があり、子供
（就学者、就学前の子、申請者
本人を含む。）が2人を超える場
合、超えた人数1人につき50万
円追加で控除される。
＊「申請者本人に対する控除」
の額についてのみ、「自宅通学
者」「自宅外通学者」ともにそれ
ぞれ5万円、2万円低く設定
＊給与に係る控除についても文
科省と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②2年次以上は進級要件を満た
した者
「院生」
①1年次は前課程等の成績平均
値が3.5以上の者
②2年次以上は前年度の成績平
均値が3.5以上の者
（博士課程については指導教員
が優秀と認めた者）
＊成績平均値は「優」5.0、「良」
4.0、「可」3.0、「不可」を0と換
算して算出

◎家計基準の緩和あ
り
＊長期療養者、身体
障害者がいる世帯な
どの支出が多額とな
る特別の事情がある
者で、その者の属す
る世帯の1年間の総
所得金額が収入基準
額の110／100以下な
ら、特例で免除の対
象

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準の
詳細不明）

◎特になし

北
見
工
業
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合

◎要項を公表しておらず不明 ◎要項を公表しておらず不明 ◎要項や学則を公表
しておらず不明

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準の
詳細不明）

◎要項を公表
しておらず不
明



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎要項を公表しておらず不
明

◎要項を公表しておらず不明 ◎要項を公表してお
らず不明

◎要項を公表してお
らず不明

◎要項を公表しておら
ず不明

◎要項を公表してお
らず不明

◎要項を公表してお
らず不明

◎本人の所得については申
請者自身が独立している場
合について申請

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮

◎給付奨学金のみ所
得に加算

◎収入基準額は文科
省基準と同等だが、
特別控除額は独自に
設定（控除額多め）

◎特に記載なし ◎特になし ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎要項を公表しておらず不
明

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎要項を公表してお
らず不明

◎要項を公表してお
らず不明

◎要項を公表しておら
ず不明

◎要項を公表してお
らず不明

◎要項を公表してお
らず不明



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

弘
前
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
＊東日本大震災については
特例免除あり

◎・収入基準額については半額
免除、全額免除とも設定
・給与所得の控除、特別控除額
についても設定
＊収入基準額、給与所得の控除
額、特別控除項目はすべて文科
省と同基準
＊しかし、「申請者本人に対
する控除」の額についてのみ、
「自宅通学・自宅外通学」とも
に5万・2万円低く設定　

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校最終2か年の学習成績評定
の平均値が3.2以上、又は、入
学試験の成績が属する学科・課
程の上位2分の1以内の者
②2年次以上
申請時までに学部、年次別に設
定されている規定単位数（2年次
学生=卒業所要単位数の1/4、
3年次=2/4、4年次学生=3/4以
上）を修得し、前年度に修得し
た単位の成績評価の平均値が
1.8以上
「院生」
①1年次在学者　
大学における成績が優れている
者
②2年次以上
標準単位数を修得し、成績が優
れている者
＊平均値は秀・優を3点、良を2
点、可を1点とした総和を、修
得した科目数で除した値

◎学力基準の緩和あ
り
（困窮者に対し）
「学部生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、本人
が障害者の場合につ
いては
①第1年次にあって
は高校の評定が3.0
以上に緩和
②2年次については
平均値が1.7以上に
緩和
◎家計基準の緩和あ
り
＊長期療養者、身体
障害者がいる世帯な
どの支出が多額とな
る特別の事情がある
者で、その者の属す
る世帯の1年間の総
所得金額が収入基準
額の110／100以下な
ら、特例で免除の対象

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①に加え②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（家計基準について
は授業料免除の半額
免除基準）

◎成績優秀な
新 入 生 に 対
し、弘前大学
ゆめ応援プロ
ジェクトとし
て30名を限度
に入学料全額
免除あり
①入学年の3月
に高校等を卒
業見込でかつ
評定平均値4.0
以上の者
かつ、
②家庭の年間
総 所 得 金 額
が、弘前大学
における授業
料免除基準以
下の者
（評定4を超え
た者を家計が
厳しい順に適
用）

岩
手
大
学

全額・半額
4分の1
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
＊東日本大震災については
特例免除あり

◎要項公表しておらず、学則に
も記載なしのため詳細不明

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀で
ある場合（基準不明）
＊東日本大震災につ
いては特例免除あり

◎成績優秀な4
年生に対する
特別授業料免
除あり
＊学部の4年次
を対象に、1～
3年次の成績に
よって免除者
を選出し、4年
次後期分授業
料を全額免除

東
北
大
学

全額・半額・
3分の1
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
＊東日本大震災、及び熊本
地震については特例免除あ
り

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定されてお
り、いずれも文科省基準と同等
◎特別控除額の額がほぼすべて
の項目（「長期療養者のいる世
帯」、「父母以外の者で収入を得
ている者のいる世帯」に対する
特別控除額は同等）で文科省基
準よりも大幅に高く（7～72万
円）、控除額が大きい。ただ、
本人に対する控除額について
は、文科省平均よりも少し低く
設定されている。
＊「高等専門学校学生1人あた
りに対する控除」については
国公立1～3年次、国公立4・5年
次、私立1～3年次、私立4・5年
次の4区分に細かく控除額を分
類（文科省は国公立高専、私立
高専の2区分のみ）（いずれの区
分においても文科省基準よりも
高く、3～17万円控除額が多い）
＊「母（父）子世帯に対する控
除」、「障害者一人あたりに対す
る控除」についてはそれぞれ文
科省基準よりも50万、13万円控
除額が多い
＊「申請者本人に対する控除」
の額についてのみ、「自宅通学
者」「自宅外通学者」ともにそれ
ぞれ5万円、2万円低く設定
＊給与に係る控除についても文
科省と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②2 年次以上 ：
31単位に経過した年次を乗じて
得た単位数以上の単位を修得し
た者 
「院生」
①指導教員等が優秀と認めた者

◎特になし ◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（家計基
準については文科省
の半額免除の収入基
準額使用）
＊東日本大震災、熊
本地震については特
例免除あり

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎給与所得者は源泉徴収票
を提出

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮

◎給付奨学金のみ所
得に加算

＊収入基準額、給与
所得の控除、特別控
除額については全て
文科省基準と同等

◎特に記載なし ＊東日本大震災につ
いては特例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎学則に記載なく、要項を
公表していないため不明

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎長期療養者控除に関
する提出書類内に介護
保険法により「要介護
認定・要支援認定」を
受けた者がサービスを
利用した場合の自己負
担額を記載可とあり（1
年分）

＊東日本大震災につ
いては特例免除あり

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎独立生計者を除き本人含
む就学者については所得証
明書の提出不要

◎在学証明書又は学生証のコ
ピーのみ提出であり、家計評
価には加味しない

◎給付型奨学金のみ
所得に加算

◎収入基準額　は文
科省基準と同等だ
が、特別控除額は独
自に設定（控除額多
め）

◎障害者控除に係る障
害者認定について「要
介護3」以上の者と記
載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定」を受けた人がその
サービスを利用した場
合の自己負担額を申請
可能（1年分）

＊東日本大震災、及
び熊本地震について
は特例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み、原則1年以内に
限り可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

宮
城
教
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
＊災害救助法適用地域に居
住する世帯の学生に対する
特例免除あり

◎学則や要項に家計基準の記載
なく不明

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②2 年次以上 ：
申請時において各学部で定め
る卒業要件単位を4で除した値
に、前年度学年に値する数字（2
年次であれば1）を乗じて算出さ
れた分の単位を修得した者で成
績平均値が2.5以上の者
「院生」
①1年次は特になし
②2年次は申請時において、15
単位以上を修得し、かつ、成績
平均値が2.5以上の者
＊平均値は｢S｣・｢A｣・｢B｣・｢C｣
をそれぞれ｢4｣・｢3｣・｢2｣・｢1｣に
数値化し合計点を総修得単位数
で除して算出

◎学力基準の緩和あ
り
（困窮者に対し）
①生活保護法による
被保護世帯及びこれ
に準ずると認められ
る世帯（住民税非課
税世帯）に属する者
② 各基準日の一年
以内において、主た
る家計支持者を失っ
た者
①②に該当する者は
学部生の場合は成
績平均値が2.2以上
に、院生については
成績平均値が2.0以
上に緩和

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準不
明）
＊東日本大震災につ
いては特例免除あり

◎特になし

秋
田
大
学

全額・半額・
3分の1
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合

◎要項等公表しておらず、学則
にも記載ないため不明

◎要項等公表しておらず、学則
にも記載ないため不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
ないため不明

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準の
詳細不明）

◎特になし

山
形
大
学

全額・半額・
入学料
（半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合

◎学則や要項に家計基準の記載
なく不明
＊特別控除に東日本大震災にか
かる被災費用等の控除あり

◎規定単位数と成績
「学部」
・一年次は①～③のいずれか
①高等学校の評定平均値が3.5
以上
②入学試験の成績が上位2/5以内
③高等学校卒業程度認定試験合
格者または大学入学資格検定の
合格者のいずれかに該当する者
・2年次以上は学部ごとに定めら
れた規定単位数と評定平均値に
基づく
「院生」
①1年次は学部における評定平
均値が1.90以上
②2年次以上は各研究科ごとに
定められた規定単位数と評定平
均値に基づく
＊平均値は（優、S及びA）を3、
（良及びB）を2、（可及びC）を1
点と換算し合計点を総修得単位
数で除して算出

◎学則や要項に家計
基準の記載なく不明

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準不
明）

◎特になし

福
島
大
学

全額・半額・
4分の3
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
＊東日本大震災については
特例免除あり

◎免除額に応じた収入基準額は
設定していないが、一律に文科
省の半額免除基準を免除基準に
適用している。
◎給与所得の控除、特別控除
額、特別控除項目についても文
科省基準に準じている

「学部」
①1年次生は高校の評定が3.5以
上、又は入学試験の成績が所属
する学類において上位2分の1以内
②2年次以上
申請時修得単位数が2年次＝
21、3年次＝54、4年次＝90単位
以上であり、かつ、当該修得
科目数の70％（夜間主コースは
60％）以上が「B」以上の成績で
あること（4段階評価でBは上か
ら3番目）
「大学院」
①1年次生
大学で修得した科目数の70％以
上が「良」または「B」以上の成績
②2年次以上
申請時修得単位数が修士＝16、
博士2年次＝6、3年次＝10単位
以上であり、かつ、当該修得科目
数の70％以上が「良」（4段階評価
で良は上から3番目）以上の成績

◎学力基準の緩和あ
り
（困窮者に対し）
＊母子家庭、生活保
護世帯等について
は、修得単位数を除
く「学力基準」が若
干、緩和される場合
もあり

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準不
明）
＊東日本大震災につ
いては特例免除あり

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎独立生計者を除き本人含
む就学者については所得証
明書の提出不要

◎在学証明書又は学生証のコ
ピーのみ提出であり、家計評
価には加味しない

◎奨学金に関しては
提出書類等なく、所
得に含まない

◎学則や要項に家計
基準の記載なく不明

◎障害者控除に係る障
害者認定について「要
介護3」以上の者と記
載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保険
法により「要介護・要
支援認定」を受けた人
がそのサービスを利用
した場合の自己負担額
を申請可能（1年分）

＊災害救助法適用地
域に居住する世帯の
学生に対する特例免
除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎要項等公表しておらず、
学則にも記載ないため不明

◎要項等公表しておらず、学
則にも記載ないため不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
ないため不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
ないため不明

◎要項等公表しておら
ず、学則にも記載ない
ため不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
ないため不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
ないため不明

◎独立生計者を除き本人含
む就学者については所得証
明書の提出不要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
所得に加算

◎学則や要項に家計
基準の記載なく不明

◎特に記載なし ＊特別控除に東日本
大震災にかかる被災
費用等の控除あり

◎病気、留学など特
別な理由ない場合不
可（休学は含まない）

◎兄弟（就学者含む）、本人
の所得証明書提出必要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
所得に加算

＊収入基準額、給与
所得の控除、特別控
除額については全て
文科省基準と同等だ
が、免除額に応じて
基準は設定しておら
ず

◎障害者控除に係る障
害者認定について「要
介護3」以上の者と記
載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定」を受けた人がその
サービスを利用した場
合の自己負担額を申請
可能（1年分）（要支援認
定は不可）

◎東日本大震災につ
いては特例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み、原則1年以内に
限り可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

茨
城
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は授業
料納付前1年以内）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
＊東日本大震災の被災者、
および、平成23年3月以降
に指定された災害救助法適
用地域における被災者につ
いては特例免除あり

◎「課税証明書」の市町村民税
所得割額に基づいた、家計基準
を採用
＊保護者等（原則として父・母）
の市町村民税所得割額の合算額
を大学が定めた「所得割額段階
表」に基づき、段階的に分けた
後、大学独自の判定基準に基づ
いて免除者、免除額選考
◎判定基準については市町村民
税所得割額（父母の合算額）に基
づき、学部生であれば、所得
割額が0円以下であれば全額免
除、100円～51300円以内であれ
ば半額免除となる。院生につい
ては学部生よりも基準額が緩和
されている。
＊市町村民税の算出に当たり、
各家庭によって控除額等が異な
るためあくまでも目安だが、モ
デルケースを記載あり。
学部生については年収250万以
下程度であれば全額免除、年収
250～350万円程度で半額免除と
目安を記載
＊文科省が定めた家計評価額の
算出方法と異なり、特別控除な
どはなし

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②2年次以降
前年度において規定単位数（2年
次は31単位、3年次は62単位、4
年次は93単位以上）を修得し、
前年度の成績平均値が2.5以上
の者
「院生・修士」
①1年次は学力基準なし
②2年次
前年度に10単位以上を修得し、
前年度成績平均値が2.5以上の
者
「院生・博士」
①1年次は学力基準なし
②2年次
前年度に4単位以上修得し、前
年度成績平均値が2.5以上の者
③3年次
前年度に8単位以上を修得し、前
年度成績平均値が2.5以上の者
＊成績平均値は5段階評価で
「A+」を4点、「A]を3点、「B」
を2点、「C」を1点に換算し、合
計点を総修得単位数で除して算
出

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準不
明）
＊東日本大震災の被
災者、および、平成
23年3月以降に指定
された災害救助法適
用地域における被災
者については特例免
除あり

◎特になし

筑
波
大
学

全額・半額
3分の1
入学料

◎以下のいずれか
①授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（学力基準なし）
②経済的理由によって授業
料の納付が困難であり、か
つ、学業優秀と認められる
場合
③優れた研究業績を上げた
大学院博士課程の学生（特
別免除）

◎収入基準額については半額免
除のみ設定
＊大学独自の基準を設定してお
り、文科省の半額免除と同程度
に設定。
＊特別控除については設定され
ているが、項目、控除額につい
ては不明
＊全額免除については予算の都
合で認定基準に変動があるため
設定していないとのこと

◎修得単位数及び成績の平均値
に基づく
（新入生は学力基準なし）
「学部生」
①2年次以降は31単位に入学か
ら経過した年次を乗じて得た単
位以上の単位の修得者で平均値
3.2以上
「院生」
①修士2年は15単位以上かつ平
均値3.2以上
②博士2年は6、3年は12単位以
上かつ平均値3.2以上
＊成績の平均値は習得単位をA
＋、Aは5点、Bは4点、Cは3点
に換算して合計し、合計点数を習
得単位数で割って求める

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明））

◎あり
（特別免除・3分
の1免除）
＊優れた研究
業績を上げた
大学院博士課
程の学生（日本
学術振興会特
別研究員に採
用された者）に
対し全額・半額
免除

筑
波
技
術
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

◎以下のいずれか
①入学試験の成績が特に優
秀な場合、各期ごとの授業
料の半額が免除。また、学
長表彰を受けた場合に、半
期分の授業料の全額が免除
②経済的理由によって授業
料の納付が困難で、かつ、
学業優秀と認められる場合
③半年以内に災害により学
資負担者の死亡または行方
不明、学生又は学資負担者
の家屋の全壊・全焼、全部
浸水、半壊、半焼等の被害
を受けた場合

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明））
②東日本大震災によ
る災害救助法適用地
域で被災した学資
負担者の家屋が、全
壊・全焼・半壊・半焼・
全部浸水の被害を受
けた者。 

◎あり
社会人学生に
対し授業料半
額免除



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎独立生計者以外は保護
者等（父・母）の「課税（非課
税）証明書」のみ提出

◎独自の選考方法のため、提
出する必要なく、選考にも考
慮されない

◎奨学金の受給状況
については証明書
提出必要（選考に当
たり利用するかは不
明）

◎収入基準額等によ
らない、z市町村民
税の所得割額に基づ
いた独自の選考方法
を行っている

◎収入基準額等によら
ない、市町村民税の所
得割額に基づいた独自
の選考方法を行ってい
るため不要

＊東日本大震災の被
災者、および、平成
23年3月以降に指定
された災害救助法適
用地域における被災
者については特例免
除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み、原則1年以内に
限り可

◎本人及び就学者のアルバ
イト収入は選考に用いられ
ない

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
収入に加算

◎あり（収入基準額
のみ公表）

◎障害者控除について
は（要介護3以上）を認
定

・罹災証明書に基づ
く特別控除のみ
・家計急変者への措
置あり

◎①休学により、卒
業（修了）期が延長
②留学により、卒業
（修了）期が延長
③病気、障害等で卒
業（修了）期が延長
①②③の場合は1年
以内に限り申請可能

◎学則に記載なく、要項を
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項を公表していないた
め不明

◎大震災等の特例免
除あり

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

宇
都
宮
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①主たる家計支持者が、東
北地方太平洋沖地震、長野
県北部地震および熊本地震
による災害救助法の適用地
域に居住している場合また
は居住していた場合で罹災
証明書が発行される場合、
及び福島原発事故の警戒・
避難準備・避難区域の居住
者　
・家計支持者が、東日本大
震災等により死亡または行
方不明となった者。
②経済的理由により授業料
の納付が困難であり、かつ
学業優秀と認められる者。
③授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定
給与所得の控除、特別控除額に
ついても設定
＊基準額、給与所得の控除、特
別控除額については全て文科省
基準と同等
＊特別控除項目も文科省の定め
た基準とと同じ

◎修得 単 位 数 及 び 成 績 の
GPA、平均値に基づく（新入生
は基準なし）
「学部生」
①各学部で定めた卒業に必要な
修得単位数の4分の1以上を修得
し、前年度の年度GPAの成績
順位が当該学科（課程）において
在籍者の上位2分の1以内である
者
「院生」
①修士2年次は平均値2.0以上
②博士2年次以上は指導教官の
推薦された者
＊成績の平均値は習得単位を秀
4点、優は3点、良は2点、可は1
点に換算して合計し、合計点数
を習得単位数で割って求める

◎学力基準の特例あ
り
＊母子家庭・父子家
庭・生活保護世帯等
経済的困窮度が著し
く高く特別な事情の
ある場合は、学務委
員会の承認を得た者
は所得基準のみで判
断

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）

◎特になし

群
馬
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②各期ごとの授業料の納期
前6月以内（新入生の場合
は、入学前1年以内）に学資
負担者が死亡し、又は学資
負担者が風水害等の災害を
受けた者、及びそれに準ず
るもの
＊東日本大震災で罹災し学
費の納入が著しく困難であ
ると認められた者

◎学則に記載なく、要項におい
ても公表していないため不明

「学部生」
①1年次は高等学校の評定平均
値が3．5以上、または、高等学
校卒業程度認定試験合格者 及
び、大学入学資格検定の合格者
（母子家庭特例は3.2以上）
「院生」
出身大学修得単位数のうち
「良」以上が65％以上の者（母
子家庭特例は60%以上）
＊学部、院生2年次以上につい
ては詳細不明

◎あり
・母子家庭・父子家庭
は学力基準緩和

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
②東日本大震災で罹
災し学費の納入が著
しく困難であると認
められた者
＊院生のみ
③経済的理由によっ
て授業料の納付が困
難で、かつ、学業優
秀と認められる場合
も申請可

◎あり
優秀な学生の
確保や学修意
欲の向上を図る
ため成績が特
に優秀な学生に
対して授業料を
各期分免除す
る制度あり（学部・
院合わせ40名
程度）
①入学者選抜
試験の結果、前
年度に修得した
科目を基に算出
したGPA、学生
表彰に定める基
準に該当する学
生などが基準

埼
玉
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、一律に設定、困
窮度が高いものから免除
①大学独自の基準を設定してお
り、文科省の半額基準よりも11
万円、学部、院ともに高く設定
②特別控除の項目については文
科省基準と同じ、控除額は不明
＊全額免除については設定なし

◎修得単位数と成績に基づく
①標準修得単位数以上を修得
し、かつ、「B（良）」以上の評価
（単位数）が60％以上あること
（生活保護世帯等の特別な事情
がある者のみ、指導教員等の推
薦により50%以上でも基準内と
して扱い）
「学部生」
②1年後期＝16、2年前期・後期＝
31・47、3年前期・後期＝62・78、4
年前期・後期＝93・109単位以上
（教育学部のみ少し異なる）
＊大学院生については詳細不
明、要綱に記載なし

◎あり
・生活保護世帯等の
特別な事情がある者
のみ、指導教員等の
推薦により50%以上
でも基準内として扱
い

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合

◎成績優秀者
に特別免除あ
り

千
葉
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
③東日本大震災・熊本震災
で罹災し学費の納入が著し
く困難であると認められた
者

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除、特別控除額
についても設定
＊基準額、給与所得の控除、特
別控除額については全て文科省
基準と同等
＊特別控除項目も文科省と同じ

◎修得単位数及び成績の平均値
に基づく
（新入生は学力基準なし）
「学部生」
①標準修得単位数を修得し「秀」
「優」を 3.0、「良」を 2.0、「可」
を1.0とし、取得科目の平均値
が2.0以上（母子家庭、生活保
護世帯等は平均値 1.9以上に緩
和）
「院生」
・学部生と同基準

◎学力基準の特例あ
り
・母子家庭、生活保
護世帯等は平均値 
1.9以上に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎なし　本人及び就学者に
ついては所得証明証など提
出する必要なし

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
加算

◎特になし（文科省
基準）

◎特に記載なし ◎大震災等の特例免
除あり

◎病気、留学など特
別な理由ない場合不
可

◎本人の就業状況書にアル
バイト代記載、源泉徴収提
出必要あり（本人以外の就
学者は不要）

◎収入に加算する
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型のみ加算 ◎学則に記載なく、
要項においても公表
していないため不明

◎特に記載なし ◎東日本大震災の特
例免除あり

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎本人の所得証明する必要
あり、源泉徴収書等提出必
要あり（本人以外の就学者
は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
本人の収入状況に記
入必要で収入に含む
との記載あり

◎あり（収入基準額 ◎特に記載なし ◎震災等の控除のみ ◎病気、留学など特
別な理由ある場合は
超過1年以内に限り
申請可

◎本人の就業状況書にアル
バイト代記載、源泉徴収提
出必要あり（本人以外の就
学者は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型は収入と扱
うと記載

◎特になし（文科省
基準）

◎特に記載なし ◎大震災等の特例免
除あり

◎病気等による休学
や留学など特別な理
由ない場合は不可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

東
京
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
③東日本大震災及び熊本地
震により、被災した場合
は、申請資格の有無等につ
いて個別に対応

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、共通基準で困窮
度が高いものから免除
◎給与所得の控除、特別控除額
についても設定
＊収入基準額については独自に
設定（文科省の全額免除基準よ
りも28万円高く設定）
＊給与所得の控除、特別控除額
については全て文科省基準と同
等
＊特別控除項目も文科省と同じ

◎主に規定単位数と成績（新入
生は学力基準なし）
「学部生」　　　　　　　　　
①第2年次は成績が「優の単位
数＋良の単位数≧可の単位数＋
10」の者
②第3年次は前期課程の修得す
べき科目（基礎科目、総合科目及び
主題科目）を修得した者で、その成
績が「優の科目数＋良の科目数≧
可の科目数＋5」の者
③第4年次以上は各学部で定め
られた成績基準により判定し、
優秀と認められる者
「院生」
①各研究科において、成績及び
研究業績などを判定し、優秀と
認められる者

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）

◎特にないが
給与所得400万
円以下の世帯
については全
額免除対象者
となる

東
京
医
科
歯
科
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除、特別控除額
についても設定
＊基準額、給与所得の控除、特
別控除額については全て文科省
基準と同等
＊特別控除項目も文科省と同じ

◎規定単位数と成績
「学部生」（標準単位の取得者）
①1年次
高校の評定が3.5以上、又は入
学試験の成績が入学者の上位
1/3以内
②2年次
前年度修得単位合計のうち、
「A+」、「A」又は「B」の取得が
60％を超えること
③3年次
1、2年次の修得単位合計のう
ち、「A+」、「A」又は「B」の取
得が60％を超えること
④4年次
3年次の修得単位合計のうち、
「A+」、「A」又は「B」の取得が
60％を超えること。
⑤5年次
3・4年次の修得単位合計のう
ち、「A+」、「A」又は「B」の取
得が60％を超えること
⑥6年次
3・4・5年次の修得単位合計のう
ち、「A+」、「A」又は「B」の取
得が60％を超えること。
「院生」
①標準単位を修得し指導教官が
優秀と認めるもの
②新入生は入試上位3分の1の
者か前課程で「秀」、「優」又は
「良」の取得が50％以上

◎あり（困窮者に対
し）
「学部生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者については、第
1年次にあっては高
校の評定が3.2以上
に緩和。
　また、入学試験成
績が入学者の上位
1/2以内なら申請可
＊第 2年次以上に
あっては成績基準が
50％程度以上に緩和
「院生」
＊1年次にあっては
成績基準が45％以上
に緩和。また、入試
の成績が上位1/2以
内でも申請可
＊第2年次にあって
は第1年次の単位を
修得し、かつ、指導
教員等が成績優秀と
認めれば、免除等の
対象とすることがで
きる。

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）

◎特になし

東
京
外
国
語
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除、特別控除に
ついても設定
＊基準額、給与所得の控除につ
いては全て文科省基準と同等
＊特別控除項目も文科省と同じ
だが、額については不明

◎規定単位数と成績
「学部生」（標準単位の取得者）
①1年次
高校の評定が3.5以上
②前年度までの累加成績が、2
年次26、3年次58、4年次94単位
以上及び、修得単位数のうち
優・良（S、A、B）65%以上
「院生」
①前年度成績においてAが65％
以上
1年次は前課程の成績基準で
65％以上

◎学力基準の緩和あ
り
（困窮者に対し）
「学部生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高く、
特別の事情のある者
については、第1年次
にあっては高校の評
定が3.2以上に緩和。
＊第2年次以上、院
生にあっては成績基
準が60％以上に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納入
が困難で、かつ、学業
優秀である場合（授業
料免除の基準と同等）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人の所得証明する必要
あり、源泉徴収書等提出必
要あり（本人以外の就学者
は不要）

◎提出書類なし
有無に関しても記載必要なし

◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり

◎あり（独自の収入
基準額）
◎給与収入のみの場
合は収入金額400万
円以下は全額免除と
なる可能性ありと記
載

◎特に記載なし ◎大震災等の特例免
除あり

◎病気・休学・留学等
の真にやむを得ない
事情がある場合のみ
可

◎本人の所得証明する必要
あり、源泉徴収書等提出必
要あり（本人以外の就学者
は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり

◎特になし ◎特に記載なし ◎震災等の控除のみ ◎病気・留学等の真
にやむを得ない事情
がある場合のみ可

◎就学者については証明書
など提出不要

◎収入に加算する
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり

◎特になし（文科省
基準）

◎特に記載なし ◎震災等の控除のみ ◎、病気・留学等の
真にやむを得ない事
情がある場合のみ可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

東
京
学
芸
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者

◎収入基準額等については公表
されていないが、年収の目安を
公表しており、目安から計算す
ると文科省の基準と異なるた
め、独自で基準を設定している
と考えられる。
◎全額、半額免除と免除額に
よって基準額を設定しておら
ず、大学設定の基準を下回った
ものから、全額、半額と免除決
定
（試算に基づくと収入基準額は
文科省基準より5万円低く設定
されており厳しめ）
◎特別控除の項目、額について
は不明

◎規定単位数と成績
「1年次」
①出身高校の評定平均値3.2以
上
②高校卒業程度認定試験合格点
数の換算値3.2以上
③自分が属する選修・専攻での
入学試験成績順位
上位1/3以上
のいずれか
「2年次以降」
2年次　31単位以上修得　S、
A15単位以上（4段階評価）
3年次　62単位以上修得　S、
A30単位以上
4年次　93単位以上修得　S、
A45単位以上
「修士」
1年次　前課程でS、A（4段階評
価の場合）
2年次　15単位以上修得　S、
A10単位以上（4段階評価）
「博士」
1年次　入試上位者又は前課程
成績評価係数1.2以上
2年次　入試上位者、又は成績
評価係数1.2以上
＊｛（S×3）+（×2）+（B×1）}÷総
取得単位数=評価係数｝

◎特になし
学力基準満たすこと
が前提とのこと

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）

◎あり
「卓越した学生
に対する授業
料免除」の実施
（大学全体で4
名）
①学部2、3、4
年、大学院2年
次の学生が対
象　
②全額免除
＊家計基準を
満たし、前年
度通年成績の
一番優秀な学
生を｢卓越した
学生｣として学
生委員会で選
考
＊文科省から
の予算措置に
よって実施

東
京
農
工
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）

◎あり
「成績優秀者に
対する授業料
免除」
①6年制の学士
課程、修士課
程、博士前期
課程又は専門
職学位課程を
卒業・修了し、
本学博士課程
又は博士後期
課程に進学す
る者で学業等
優秀と認めら
れる者
＊入学年度の
後期授業料免
除

東
京
芸
術
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付前1年以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊東日本大震災・熊本地震
に伴う授業料免除もあり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除、特別控除額
についても設定
＊基準額、給与所得の控除、特
別控除額については全て文科省
基準と同等
＊特別控除項目も文科省と同じ
だが、要介護者などについて詳
細な区分あり
＊生活保護世帯、被爆者がいる
世帯は収入基準緩和

◎規定単位数と成績
「1年次」①～③のいずれかの該
当者
①出身高校の評定平均値3.2以
上
②国の行う大学入学資格検定試
験に合格
③自分が属する選修・専攻での
入学試験成績順位上位1/3以上
「2年次以上」
①前年度修得単位が30単位以上
②「優」以上の単位合計が修得
単位の5分の2以上または、学年
成績が本人の属する学科におい
て上位1/3以内
「院生1年次」
①又は②を満たした者
①前課程での「優」以上の単位
合計が修得単位の5分の2以上
②自分が属する選修・専攻での
入学試験成績順位
上位1/3以上
「院生2年次以上」
①「優」以上の単位合計が修得
単位の5分の2以上または、学年
成績が本人の属する専攻におい
て上位1/3以内

◎学力基準の緩和あ
り
（困窮者に対し）
「学部生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者については、成
績基準を緩和とのこ
と
◎生活保護世帯、被
爆者がいる世帯は収
入基準も緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）
＊東日本大震災・熊
本地震に伴う入学料
免除もあり

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人の所得証明する必要
あり、源泉徴収提出必要あ
り（本人以外の就学者は不
要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
申請必要

◎独自（全額、半額
と免除額ごとに設定
しておらず）

◎該当者は要介護者に
ついての証明書提出あ
り（控除の取り扱いに
ついては不明）

◎罹災者控除のみ ◎病気・留学等の真
にやむを得ない事情
がある場合のみ可

◎学則に記載なく、要項を
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項を公表していないた
め不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎本人の就業状況書にアル
バイト代記載、源泉徴収提
出必要あり（本人以外の就
学者は不要）

◎収入に加算する
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎所得に関する申請
書に給付型奨学金の
み記載必要あり

◎設定は文科省と同
じ基準だが収入基準
緩和の特例あり

◎介護保険法により
「要介護認定・要支援
認定」を受けた者が
サービスを利用した場
合の自己負担額を「長
期療養者」の項目で控
除可能と記載あり
◎要介護認定3～5につ
いては障害者とすると
記載あり
◎要介護3～5について
は長期療養者控除と合
わせて申請できるとの
記載あり
◎生活保護世帯、被爆
者がいる世帯は収入基
準も緩和

◎震災控除
熊本・東北地震に関
わる特例免除あり

◎休学期間を除き最
短就業年数を越えた
者は病気・留学等の
真にやむを得ない事
情がある場合以外不
可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

東
京
工
業
大
学

全額・半額・
入学料
（半額） 

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊東日本大震災・熊本地震
に伴う授業料免除もあり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除、特別控除に
ついても設定
＊基準額、給与所得の控除につ
いては全て文科省基準と同等
＊特別控除項目も文科省と同じ
だが、額については不明

◎成績優秀者と記載あり成績証
明書の提出も必要だが、具体的
な数値等については要綱に記載
なし

◎学力基準について
は具体的な記載がな
く詳細不明
◎生活保護世帯、被
爆者がいる世帯は収
入基準額を緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）
＊東日本大震災・熊
本地震に伴う入学料
免除もあり

◎特になし

東
京
海
洋
大
学

全額・半額・
入学料
（半額） 

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊東日本大震災・熊本地震
に伴う授業料免除もあり

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎規定単位数と成績
「学部生」（標準単位の取得者）
①1年次
高校の評定平均値、又は、入試
の成績
②2年次以降は前年度の成績
「院生」
①1年次は学部時の成績
②2年次以降は前年度の成績
＊母子・父子世帯、生活保護世
帯など経済的困窮度が著しく高
く特別の事情がある者について
は、特例として学力基準を緩和
する可能性あり

◎あり（困窮者等に
対し）
「学部・院生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者については、成
績基準を緩和とのこ
と
◎風水害等の災害、
長期療養者、身体障
害者がいる世帯など
家計支出が多額とな
る特別の事情がある
者については、総所
得金額が収入基準額
を超える場合でも特
例として基準額に対
し10％以内の超過な
ら免除の対象とする
ことあり

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
＊東日本大震災・熊
本地震に伴う入学料
免除もあり

◎特になし

お
茶
の
水
女
子
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎学則に記載なく、要項におい
ても公表していないため不明

◎標準単位数と成績によるとの
こと
詳細不明（学則にも記載なし）

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）

◎特に記載な
し

電
気
通
信
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎学則に記載なく、要項におい
ても公表していないため不明

◎規定単位数と成績（1年次は成
績基準なし）
「学部生」
①GPA1.9以上、かつ
②2年次　前年度31単位以上修
得
　3年次　前年度62単位以上修
得　
　4年次　前年度93単位以上修
得　
「院生」
修士2年次　前年GPA2.3以上、
かつ10単位以上修得
博士2年次以上　指導教員の推
薦者
＊困窮者等の特例で　GPA1.7
以上、2.1以上に緩和

◎あり（困窮者に対
し）
「学部生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく
高く、特別の事情の
ある者については、
学部生はGPA 1.7以
上、修士院生は1.7
以上に緩和。

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の基準
と同等）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人の所得証明する必要
あり、源泉徴収提出必要あ
り（本人以外の就学者は不
要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
収入に加算すると記
載あり

◎特になし（文科省
基準）
＊特別控除額につい
ては不明

◎特に記載なし ◎震災控除
熊本・東北地震に関
わる特例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎所得に関する申請書に本
人兄弟のアルバイト代記載
必要あり

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎長期療養者控除に関
する提出書類内に介護
保険法により「要介護
認定・要支援認定」を
受けた者がサービスを
利用した場合の自己負
担額を記載可とあり

◎震災控除
熊本・東北地震に関
わる特例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎本人の就業状況書にアル
バイト代記載、源泉徴収提
出必要あり（本人以外の就
学者は不要）

◎収入に加算する
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎本人の奨学金につ
いては給付、貸与の
別なく所得に含めな
いと記載あり

◎学則に記載なく、
要項においても公表
していないため不明

◎特に記載なし ◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可（留年は1年以内
のみ可能）（休学は就
業期間に含まないと
のこと）

◎本人の所得証明する必要
あり、源泉徴収提出必要あ
り（本人以外の就学者は不
要）

◎在学証明書のみ提出 ◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり

◎学則に記載なく、
要項においても公表
していないため不明

◎特に記載なし ◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可（留年は1年以内
のみ可能）（休学は就
業期間に含まないと
のこと）



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

一
橋
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊東日本大震災・熊本地震
に伴う授業料免除もあり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除　とも設定、
◎給与所得の控除、特別控除に
ついても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額についてはほぼ全て
文科省基準と同等
◎特別控除項目の「本人につい
ての控除」については「自宅外
通学・学生寮」といった区分が
設定されており「学生寮」生の
特別控除額は通常の「自宅外通
学生」の控除額よりも23万円少
ない

◎規定単位数と成績（1年次は成
績基準なし）
「学部生」①及び②
①A・B・C（4段階評価）の単位数
の合計が、本人の取得単位中
70％以上の者
②2年次　前年度31単位以上修
得
　3年次　前年度68単位以上修
得　
　4年次　前年度96単位以上修
得
「院生」
①所属研究科の指導教員等が学
業優秀と認めた者

◎あり（困窮者等に
対し）
「学部生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者については、成
績基準を60％以上に
緩和とのこと
◎長期療養者がいる
世帯、身体障害者が
いる世帯、被爆者及
び被爆者の子弟がい
る世帯に関しては家
計が収入基準額の
10％以内の超過であ
れば免除対象となる
（半額免除のみ）

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の半額
免除基準と同等）
＊東日本大震災・熊
本地震に伴う授業料
免除もあり

◎特になし

横
浜
国
立
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊熊本地震・鳥取中部地震
に伴う授業料免除あり

◎学則に記載なし、要綱につい
ては学生に直接配布とのことで
詳細不明

◎学則に記載なし、要綱につい
ては学生に直接配布とのことで
詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除の半額
免除基準と同等）
＊東日本大震災・熊
本地震に伴う授業料
免除もあり

◎特になし

新
潟
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊東日本大震災及び長野県
北部地震についての特別免
除あり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除、特別控除に
ついても設定
＊基準額、給与所得の控除につ
いては全て文科省基準と同等
＊特別控除項目も控除額も文科
省基準と同じ

◎規定単位数と成績
「学部生」（標準単位の取得者）
①1年次
高校の評定平均3.5以上、又は
所属専攻科の入試の成績上位
1/2以上
②2年次以降は前年度の成績と
修得単位数
＊学部によって修得単位数異な
るが概ね前年度30単位以上取得
が目安、及び「良」以上が65％
以上
「修士」
①1年次は学部時の成績「良」以
上が65％以上、又は所属専攻科
の入試成績上位1/2以上
②2年次以降は前年度の成績と
修得単位数
＊前年次修得単位のうち「良」
以上が65％以上
「博士」
①1年次は学部時の成績「良」以
上が65％以上、又は所属専攻科
の入試成績上位1/2以上
②2年次以上は指導教官が優秀
と認めた者

◎あり（困窮者等に
対し）
「学部・院生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者については、成
績基準を緩和とのこ
と

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）
＊東日本大震災及び
長野県北部地震につ
いての特別免除あり

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人の収入状況申立書に
アルバイト代記載必要あり
（本人以外の就学者は不要
＊学則に本人の収入も世帯
所得に含むとの記載あり
（本人以外の就学者は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり
（給付型については
所得とすると記載）

◎基準額等ほぼ全て
文科省基準と同一だ
が、「自宅外通学・学
生寮」といった独自
の特別控除区分あり

◎特別控除の項目に
「要介護者がいる世
帯」という項目があ
り、介護保険適用の
「介護サービス証明
書」が提出書類に明記
されており、自己負担
額を控除として申請可
能

◎震災控除
熊本・東北地震に関
わる特例免除あり

◎病気、留学など特
別な理由ある場合は
超過1年以内に限り
申請可

◎学則に記載なし、要綱に
ついては学生に直接配布と
のことで詳細不明

◎学則に記載なし、要綱につ
いては学生に直接配布とのこ
とで詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎学則に記載なし、要
綱については学生に直
接配布とのことで詳細
不明

＊熊本地震・鳥取中
部地震に伴う授業
料、入学料免除あり

◎病気、休学、留学
など特別な理由ある
場合は超過1年以内
に限り申請可

◎本人の所得証明する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）（月収8万円以下であ
れば源泉徴収書等不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
所得に加算（新潟大
学給付の奨学金につ
いては加算しない）

◎特になし（文科省
基準）

◎特別控除項目「障害
者のいる世帯に対する
控除」に関する提出書
類に「要介護5」を証明
する「介護保険被保険
者証」と記載あり

◎東日本大震災及び
長野県北部地震につ
いての特別免除あり

◎病気、留学など特
別な理由ある場合は
超過1年以内に限り
申請可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

長
岡
科
学
技
術
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊東日本大震災・熊本地震
に伴う免除もあり

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、共通基準で困窮
度が高いものから免除（文科省
の半額免除基準と同等）
◎給与所得の控除、特別控除額
についても設定
＊基準額、給与所得の控除につ
いては全て文科省基準と同等
＊特別控除項目も控除額も文科
省基準と同じ

◎規定単位数と成績
「学部生」（標準単位の取得者）
①1年次
出身学校最終2学年の評定平均
3.5以上
②2年次以降は前年度の評定平
均値と修得単位数
・2年次　前年度修得単位33以上
　評定平均2.1以上
・3年次　前年度までの累計修得
単位66単位以上で評定平均2.1
以上
・4年次　前年度修得単位33以上
　評定平均2.1以上
「院生」
・修士、博士1年次は出身学校最
終2学年の評定平均値が2.1以上 
・2年次以上は前年度評定平均
2.1以上、及び規定修得単位取得
＊平均値の計算方法については
記載なし

◎あり（困窮者等に
対し）
「学部・院生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者については、成
績基準を緩和とのこ
と

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除基準と
同等）
＊東日本大震災・熊
本地震に伴う授業料
免除もあり

◎特になし

上
越
教
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

「学部生」
①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
③独立行政法人日本学生支
援機構の給付型奨学金の予
約採用者として認定され本
学に入学した者及び2年次
以降の同給付型奨学金の適
格認定において当該給付型
奨学金の給付が継続になっ
た者
④保護者の当該年度の前年
における住民税が非課税の
者。
⑤保護者の当該年度の前年
において総収入金額が400
万円未満の者
＊（③、④、⑤については
全額免除）
「大学院生」
上記①、②及び
③ 大学院修学休業制度等
を利用して修学する者
④教員採用候補者名簿登載
期間延長制度を利用する修
学者
⑤大学卒業後5年以上の社
会経験を有する教員免許状
所有者で、入学時における
年齢が50歳未満の者
＊③は全額免除、⑤は初年
度のみ半額免除

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除基準と
同等）

◎あり
①日本学生支
援機構の給付
型奨学金の予
約採用者として
認定され、入学
した者及び2年
次以降の同給
付型奨学金の
認定において当
該給付型奨学
金の給付が継
続になった者
②保護者の前
年度の住民税
が非課税の者。
③保護者の当
該年度の前年
において総収
入金額が400万
円未満の者
④大学院修学
休業制度等を
利用して修学
する者
⑤教員採用候
補者名簿登載
期間延長制度を
利用する修学者
⑥大学卒業後
5年以上の社会
経験を有する教
員免許状所有
者で、入学時に
おける年齢が50
歳未満の者

信
州
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎収入基準額等は学則などに記
載されていないが、給与所得の
目安を公表しており、特別控除
額などを引いた試算によると、
文科省の半額免除基準額よりも
100万円ほど厳しく設定されて
いると考えられる

◎GPAに基づく
（新入生は基準なし）
「学部生2年次以上」
①累積GPA値が2.40以上の者
「院生2年次以上」
①修得科目の評定平均値が2.0
以上の者を基準該当者とする
（法科大学院においては1.8以
上）
（「秀」「優」3.0、「良」2.0、「可」
1.0） 

◎あり（困窮者等に
対し）
「学部・院生」
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者については、成
績基準を緩和とのこ
と

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（文科省の全額免除
基準と同程度）

◎あり
・学業成績が
特に優れ、か
つ、人物優秀
であると認め
られる学生に
対して、当該
年度の後期分
授業料を免除



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎学則に記載なく、要項を
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎特になし ◎学則に記載なく、要
項を公表していないた
め不明

◎東日本大震災・熊
本地震に伴う特例免
除もあり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎学則に記載なく、要項も
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項も公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

⑤保護者の当該年度
の前年において総収
入金額が400万円未
満の者

◎学則に記載なく、要
項も公表していないた
め不明

◎東日本大震災・熊
本地震に伴う特例免
除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎本人の所得証明する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎在学証明書のみ提出 ◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり

◎独自基準の可能性
あり

◎特別控除項目の「長
期療養者に対する控
除」に関する提出書に
ついて、介護保険適用
の介護サービスについ
て、利用限度額内の自
己負担額を対象とする
と記載あり

◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

山
梨
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊東日本大震災・熊本地震
に伴う免除もあり

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
＊東日本大震災・熊
本地震に伴う免除も
あり

◎あり
・特別待遇学生
（特待生）の授
業料免除（後期
分）
①各学部の最
終学年に在籍
し、学業、人
物ともに優秀
であると各学
部において選
考され、学長
に推薦された
学生対象

名
古
屋
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合

◎学則に記載
なく、要項も
公表していな
いため不明

富
山
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）
＊昨今の風水害等による家
計急変者の特別免除あり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額については全て文科
省基準と同等、特別控除の項目
も文科省基準と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」（標準単位の取得者）
①1年次
・高校の評定平均3.5以上
②2年次以上
・規定単位数を修得し、成績平
均値2.1以上
「院生」
①1年次（修士）
・学部成績平均値　2.2以上
②1年次（博士）
・修士成績平均値　2.2以上
③2年次以上
・規定単位数を修得し、在籍課
程の成績平均値2.4以上
＊（秀の数×4＋優の数×3＋良
の数×2＋可の数×1）/総修得単
位数＝評定平均値

◎特に記載なし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（家計基準について
は、授業料免除の半
額免除に係る収入基
準額と同等の基準を
利用）（成績も授業料
免除の基準と同じ）
＊昨今の風水害等に
よる特別免除あり

◎特になし

金
沢
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額についてはほぼ全て
文科省基準と同等（「障害者1人
当たりの特別控除額」が文科省
基準よりも13万円多く設定され
ている）

　

◎修得単位数のみ
「学部生・修士院生」
①1年次前期時は学力基準なし
②1年次後期時以降は前期時・後
期時ともに、本人の所属する学
部・研究科（専攻）ごとに別に定
められた基準単位数を修得した
者
「博士院生」
①所属する研究科（専攻）におい
て学業優秀であると認められた
者

◎特に記載なし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
　（家計基準につい
ては、授業料免除の
半額免除に係る収入
基準額と同額のも
のを利用）（成績も授
業料免除の基準と同
じ）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人の所得証明する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎在学証明書のみ提出 ◎奨学金（貸与・給
付）受給状況申告書
提出

◎詳細不明 ◎特別控除項目に「要
介護認定者がいる世帯
（要介護3以上）」とい
う控除項目あり

◎＊東日本大震災・
熊本地震に伴う免除
あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎本人の所得証明する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎学則に記載なく、要項も公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項も公表していないた
め不明

◎罹災者控除のみ ◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎特に記載なし ◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金（貸与・給
付）受給状況申告書
提出

◎文科省と同基準 ◎特別控除項目の「長
期療養者控除」に関す
る提出書類内に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた者がサービスを利
用した場合の自己負担
額を1割分控除可能と
の記載あり

＊昨今の風水害等に
よる家計急変者の特
別免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎本人の所得証明する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）（103万円以下の場合
は源泉徴収書不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
本人の収入状況欄に
貸与・給付ともに記
入する必要あり

◎あり　　
①収入基準額、給与
に対する控除額は文
科省と同基準だが、
特別控除の「障害者
一人あたりに対する
控除」については控
除額が文科省基準よ
りも13万円多い
②特別控除の項目に
「就学者のいる世帯
で国立の高等学校、
高等専門学校、大学
等で授業料免除を受
けている場合」とい
う区分が設定されて
いて、兄弟等の就学
者が授業料免除を受
けていると控除額が
減額されることが
学則に記されている
（ただ、減額の大き
さについては文科省
基準と同等）

◎介護認定等は障害者
控除の適用外と記載あ
り

◎「長期療養者の控
除」について、介護保
険法により、「要介護
認定・要支援認定」を
受けた者が介護サービ
スを利用した場合の自
己負担額（食費等を除
く）の領収書を提出可
と記載

◎特別控除に係る罹
災者控除のみ

◎休学期間の有無に
関わらず、標準修業
年限を超えて在学
している者について
は、免除を許可しな
いが標準修業年限の
超過が1年以内の者
で、病気・留学等の
やむを得ない事情が
ある場合のみ可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

福
井
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害等を受け授業料の納付
が著しく困難な場合、これ
に準ずる場合（新入生は入
学前1年以内）
③大学院入学時成績優秀に
よる授業料免除
（各期半額免除）・（家計基準
なし）
＊入試で優秀な成績を納め
たものが対象

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、共通基準で困窮
度が高いものから免除（文科省
の半額免除基準と同等）
◎給与所得の控除については文
科省基準と同等
◎特別控除の項目については
文科省の設定と同じであるが、
「世帯の就学者一人あたりに対
する特別控除額」については12
項目全てで、文科省の控除額を
上回っている（2万～最大30万程
度上回っており、中学生一人あ
たりに対する控除額の差が最も
大きい）
◎世帯の「障害者一人あたりに
対する特別控除額」も文科省基
準より13万円多い（それ以外の
項目については文科省基準と同
等）

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降（医学部以外）
・規定単位数を修得し（各期約15
単位程）、前学期成績平均値3.0
以上
③1年次後期以降（医学部）
・規定単位数を修得し、前学期
成績平均値が当該学年の上位
4/5以内
「院生」
①1年次前期は学力基準なし
②修士1年次後期以降は規定単
位数を修得し、前学期成績平均
値3.0以上
③博士1年次後期は学期ごとに
指導教官が成績優秀と認めた者
＊5段階評価で「秀・優」を5点、
「良」を3点、「可」を1点に換算
し、合計を総修得単位数で割り
平均値を算出

◎あり
　長期療養者、身体
障害者がいる世帯な
ど家計支出が多額と
なる特別の事情があ
る者については、総
所得金額が収入基準
額を超える場合でも
特例として基準額に
対し10％以内の超過
なら免除の対象とす
ることあり
＊学力基準の緩和は
なし

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（家計基準について
は、授業料免除の半
額免除に係る収入基
準額と同等の基準を
利用）（成績も授業料
免除の基準と同じ）

◎あり
・大学院入学時
成績優秀によ
る授業料半額
免除
（家計基準な
し）
＊入試で優秀
な成績を納め
た者で、5つの
研究科から各3
名の大学計15
名以内が対象

岐
阜
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、失職、
災害を受け授業料の納付が
著しく困難な場合、これに
準ずる場合（新入生は入学
前1年以内）

◎入学料・授業料免除となる控
除前の収入限度額の目安のみ公
表しているが、控除の試算など
をすると文科省の基準に合わな
いため、独自の収入基準額、特
別控除額を設定している可能性
あり

◎学則に記載なく、要項を公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等は不明）

◎学則に記載
なく、要項を
公表していな
いため不明

静
岡
大
学

全額・半額・
入学料（全
額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊東日本大震災・熊本地震
に伴う免除もあり

◎入学料・授業料免除となる控
除前の収入限度額の目安のみ公
表しているが、文科省基準の控
除額を差し引くと、文科省設定
の半額免除に係る収入基準額に
当てはまるため、控除額、収入
基準額については文科省基準を
用いていると考えられる
＊特別控除項目の詳細、額につ
いては不明

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期は学力基準なし（後
期はGPA1.5以上）
②規定単位数を修得し（2年次
31、3年次62、4年次93単位以
上）、累計GPA1.5以上
「院生」（規定単位数等なし）
①1年次前期は学力基準なし
②修士1年次後期以降は累計
GPA1.8以上
③博士1年次後期以降は累計
GPA2.0以上

◎学則に特に規定な
し

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（入学をもって学力
選考は通過とみなす）
（家計基準額は不明）

◎特になし

浜
松
医
科
大
学

全額・半額・
入学料（全
額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎学則に記載なく、要項も公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項も公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等不明）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎アルバイト収入状況申立
書、及び源泉徴収等を提出
する必要あり（本人以外の
就学者は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除額等
を考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金受給申立書
に貸与・給付ともに
記載必要あり

◎あり　
①特別控除の項目に
ついては文科省の設
定と同じであるが、
「世帯の就学者一人
あたりに対する特別
控除額」については
12項目全てで、文科
省の控除額を上回っ
ている（2万～最大30
万程度上回ってお
り、中学生一人あた
りに対する控除額の
差が最も大きい）
②世帯の「障害者一
人あたりに対する特
別控除額」も文科省
基準より13万円多い
（それ以外の項目に
ついては文科省基準
と同等）

◎「長期療養者の控
除」について、介護保
険法により、「要介護
認定・要支援認定」を
受けた者が介護サービ
スを利用した場合の自
己負担額の領収書を提
出可と記載

◎特別控除に係る罹
災者控除のみ

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎学則に記載なく、要項を
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項を公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項も公表していないた
め不明

◎学則に記載なく、
要項を公表していな
いため不明

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎学則に記載なく、要項も
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項も公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項も公表していないた
め不明

＊東日本大震災・熊
本地震に伴う特例免
除もあり

◎留年、最短就業年
数超過は1年以内に
おいて免除対象とな
る。
　それ以降の超過に
ついては、留学・病
気・怪我及び「経済的
理由」を理由とする
休学期間およびその
他特別な理由等を除
き不可

◎学則に記載なく、要項も
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項も公
表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項も公表していないた
め不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

愛
知
教
育
大
学

全額・半額・
4分の1・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内（新
入生は入学前1年以内）に家
計支持者が死亡、災害を受
け授業料の納付が著しく困
難な場合、これに準ずる場
合（学資負担者が障害者、
長期療養者）など
＊災害救助法適用地域にお
いて被災した場合に、入学
料及び授業料免除実施

◎収入基準額については半額免
除、全額免除ともに設定
◎給与所得に対する控除額、特
別控除についても設定
＊収入基準額、給与所得に対す
る控除額については文科省基準
と同等
＊特別控除額について「就学者
（兄弟等）に対する控除」は全て
の項目において文科省基準より
も控除額が多く（14～72万円多
く）設定されている。
＊また、「母（父）子世帯に対す
る控除」、「障害者のいる世帯
に対する控除」の額も文科省基
準に対し各50万、13万円多く設
定されている
＊特別控除項目に「多子世帯に
対する控除」が設定されてお
り、「本人を含む就学者及び就
学前の子が3人以上いる世帯」
で、3人目から1人につき、50万
円控除される
＊「申請者本人に対する控除」
の額についてのみ、「自宅通
学・自宅外通学」ともに5万・2万
円低く設定　（上記以外の項目
については文科省基準と同額）

◎規定単位数と成績
「学部生」（規定単位数と成績）
①1年次前期は学力基準なし（後
期は15単位以上修得し、総得点
35点以上）
②2年次以降は1年次後期の15単
位を基準に各期ごとに15単位を
加算した単位数（4年次後期であ
れば105単位以上）を申請時に修
得しており、総得点が1年次の
総得点35点を基準に各期ごとに
35点を加算した総得点（4年次後
期で245点以上）を有している者
「修士課程」（規定単位数と成績）
①1年次前期は学力基準なし（後
期は10単位以上修得し、総得点
23点以上）
②修士2年次以降は、
・前期　20単位以上・総得点数46
点以上
・後期　26単位以上・総得点数60
点以上
「博士課程」（成績のみ）
①1年次前期は学力基準なし（後
期は博士課程の学業成績が平均
2.3点以上の者）
②2年次以降は、申請時までの
学業成績が平均2.5点以上の者
＊総得点とは、成績の評価を
S・A×3、B×2、C×1と換算し、そ
の合計をいう（5段階評価）

◎あり
　生活保護受給世
帯、母（父）子世帯、
家計支持者なし（自
立）の場合、申請者
本人が障害者である
場合は学力基準の成
績の項目が少し緩和
される（単位数は緩
和されず）
　長期療養者、身体
障害者、原爆被害者
及び、その子女がい
る世帯場合で家計支
出が多額となる特別
の事情がある者につ
いては、総所得金額
が収入基準額を超え
る場合でも特例とし
て基準額に対し10％
以内の超過なら免除
の対象とすることあ
り
（半額免除のみ）

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者（学資負
担者が障害者、長期
療養者）など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等不明）

◎特になし

名
古
屋
工
業
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎詳細不明 ◎詳細不明 ◎詳細不明 ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者（学資負
担者が障害者、長期
療養者）など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等不明）

◎特になし

三
重
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合（新入生は入学
前1年以内）
＊◎東日本大震災の特例免
除あり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額については全て文科
省基準と同等、特別控除の項目
も文科省基準と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし（平成28
年度まで基準あり）
②規定単位数を修得し（2年次
30、3年次60、4年次90単位以
上）、累計GPA2.0以上
「院生」
①1年次前期は学力基準なし
②修士2年次以降は累計GPA2.0
以上、及び標準単位数修得者（2
年次は概ね15単位）
③博士2年次以降は累計GPA2.0
以上、及び標準単位数修得者（2
年次は概ね15単位）

◎特になし ◎有り
「学部・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（授業料
免除基準と同等）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎アルバイト収入状況申立
書、及び源泉徴収等を提出
する必要あり（本人以外の
就学者は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
収入に加算と記載
（貸与型は申請不要）

◎あり（収入基準額
は文科省と同基準）
＊特別控除額・項目
について独自に設定

◎特に記載なし ＊災害救助法適用地
域において被災した
場合に、入学料及び
授業料免除実施

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による留年休学な
どの真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎詳細不明 ◎詳細不明 ◎詳細不明 ◎詳細不明 ◎詳細不明 ◎詳細不明 ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎アルバイト収入状況申立
書、及び源泉徴収等を提出
する必要あり（本人以外の
就学者は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎独立生計者は給付
型奨学金のみ収入に
加算と記載（貸与型
は申請不要）
＊平成29年度から改
定

◎文科省と同基準 ◎「障害者控除」に「要
介護者」という区分あ
り「要介護手帳」のコ
ピー提出必要（介護度
の指定なし）

◎東日本大震災の特
例免除あり

◎休学・留年等、修
業年限超過の理由に
拘わらず、「修業年
限＋1年」まで申請
可能。（休学期間に
ついては、病気・留
学、その他特別な事
情によるものに限
り、修業年数には含
まない）
（1年を超える場合は
特別な場合のみ）



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

滋
賀
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎学則に記載なく、要項も公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項も公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者（学資負
担者が障害者、長期
療養者）など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等不明）

◎特になし

滋
賀
医
科
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎学則に記載なく、要項も公表
していないため不明

◎学則に記載なく、要項も公表
していないため不明

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎有り
「学部・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀で
ある場合（基準不明）

◎特になし

京
都
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、共通基準で困窮
度が高いものから予算範囲内で
免除
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されており、控除額等か
ら推測すると、文科省の全額免
除基準と半額免除基準の中間程
度の基準額に設定されていると
考えられる。
＊給与収入に対する控除額はお
そらく文科省基準だが、特別控
除額、項目の詳細については不
明

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②2年次以降は各学部ごとの規
定単位数を修得し、秀・優・良の
合計単位数が可の単位数以上で
あること（4段階評価）
「院生」
①1年次は学力基準なし
②2年次以上の取得単位数につ
いては学部に準じた評価を行う
とともに、研究進捗状況に基づ
いて研究科長が評価

◎家計基準緩和のみ
あり
・特別の事情がある
場合（長期療養者・障
害のある者がいる世
帯等）については、
収入・所得限度額が
緩和されることがあ
り

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者（学資負
担者が障害者、長期
療養者）など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合

◎特になし

京
都
教
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、おそらく共通基
準で困窮度が高いものから予算
範囲内で免除
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されているが、そこから
試算すると収入基準額について
は半額免除の文科省基準と同額
と考えられる。所得にかかる控
除額も文科省基準と同じだと思
われる
　特別控除額については旭川医
科大学などの特別控除額が多い
大学の値が試算によって当ては
まるため、文科省基準よりも控
除額が多く設定されていると考
えられる。

◎規定単位数と成績
「学部生」
①2年次以降は、2年次は36、3
年次は80、4年次は112単位上を
前年度に修得し、かつ、修得単
位の平均値が2.5以上の者
「院生」
①1年次は学力基準なし
②2年次は16単位以上を前年度
修得し、かつ、修得単位の平均
値が2.5以上の者
＊平均値は修得した単位のうち
[秀]を4、[優]を3、[良]を2　[可]
を1にそれぞれ換算し､合計点を
全充当単位数で除して1単位あ
たりの平均値を算出

◎学力基準緩和のみ
あり
・特別の事情がある
場合（長期療養者・障
害のある者がいる世
帯等）については、
学力基準が緩和され
ると記載（緩和の程
度の詳細不明）

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（出身大学成績を秀・
優＝3、良=2、可＝
1として換算した平
均値が2.4以上であ
ること）
（家計基準について
は独自に設定してお
り、文科省の半額免
除に係る収入基準額
よりも緩やかに設定
されていると、控除
前の収入目安から考
えられる）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎詳細不明 ◎学則に記載なく、要項も公
表していないため不明

◎詳細不明 ◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項も公表していないた
め不明

◎詳細不明（特例免
除はなし）

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要項も
公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項も公
表していないため不明

◎詳細不明 ◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎学則に記載なく、要
項も公表していないた
め不明

◎詳細不明（特例免
除はなし）

◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎独立生計者以外は本人の
収入申告不要（就学者は不
要）

◎在学証明書の提出のみ
（自宅生・自宅外生の証明のみ
必要）

◎独立生計者以外は
給付型は収入に含ま
れない

◎恐らく家計基準に
ついては独自基準

◎障害者控除の証明に
ついて「要介護2以上」
の証明書が必要と記載
あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

※東日本大震災に係
る証明書を提出した
申請者については免
除判定において被災
状況を考慮

◎留年、最短就業年
数超過（休学も含む）
は病気・留学等の真
にやむを得ない事情
がある場合のみ可

◎独立生計者以外は本人の
収入申告不要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎独立生計者以外は
給付奨学金の申請不
要

◎控除額減産前の収
入目安のモデルケー
スから考えて恐ら
く、家計基準につい
ては文科省の半額免
除についての基準額
と同等
◎特別控除額につい
ては、独自基準で旭
川医科大学名などの
控除額が当てはまる
ため、文科省基準よ
りも高額に設定され
ていると考えられ
る。

◎障害者の証明につい
て「要介護認定」の証
明書等も提出可能と記
載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

京
都
工
芸
繊
維
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額等の額については
不明だが、特別控除の項目につ
いては文科省と同基準

◎成績のみ
「学部生」（規定単位数等なし）
①「1年次前期」は学力基準なし
（後期はGPA1.8以上）
②2年次以降も累計GPA1.8以上
「院生」（規定単位数等なし）
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は加重平均点
がおおよそ70点以上（計算方法
や詳細については不明）

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等不明）

◎特になし

大
阪
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、共通基準で困窮
度が高いものから予算範囲内で
免除
＊収入基準額については、文科
省の全額免除に係る基準と同等
＊給与所得に係る控除額、特別
控除の項目については文科省と
同等だが、特別控除額について
は詳細不明（試算によるとおそ
らく同基準）

◎学力基準については設定して
いるが大学側の意向で公表して
いないとのこと

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（家計基準について
は授業料免除基準と
同等）

◎特になし

大
阪
教
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、共通基準で困窮
度が高いものから予算範囲内で
免除。
＊収入基準額については、文科
省の全額免除に係る基準と同等
＊給与所得に係る控除額、特別
控除の項目については文科省と
同等だが、特別控除額について
は詳細不明（試算によるとおそ
らく同基準）

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期は高校評定平均3.5
以上、又は入試成績が各専攻の
入学者の上位1/2以内である場
合
②1年次後期以降は
「1年次後期」は15単位「2年次前
期・後期」は各30・45単位、「3年
次前期・後期」は各60・80単位「4
年次前期・後期」は各100・115単
位以上を申請時に修得し、か
つ、修得単位の学力評価点が
21.0以上の者
「院生」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は
「1年次後期」は8単位「2年次前
期・後期」は各15・22単位以上を
申請時にに修得し、かつ、修得
単位の学力評価点が21以上の者
＊学力評価点は[秀]、[優]を3
点、[良]を2点、[可]を1点と換
算し、その合計点を修得単位数
で割った値に10を乗じて算出

◎学力基準緩和あり
・高校評定、学力評
価点による選考の免
除、規定単位数の緩
和が受けられる
（以下の①～⑥に該
当する場合）
＊①本人が児童養護
施設等を退園した者
又は里親委託等に
あって大学に入学し
た者の場合
②本人又は同一世帯
の中に障害者がいる
場合
③学資負担者が長期
療養中で、収入を得
ることが困難な場合
④申請時期の1年以
内に学資負担者が自
己破産している場合
⑤生活保護世帯の場
合
⑥前号に準ずる者で
あって、学長が相当
と認める事由がある
場合

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等不明）
③院へ入学する者の
うち、公立学校教員
採用試験に合格し、
かつ、教育委員会か
ら採用猶予等を認め
られ、2年間（長期履
修学生制度適用者は
3年間）の課程におい
て修了を予定する者
＊③は入学試験の得
点等による総合判定
に基づいて決定し、全
体で25名程度が対象

◎成績優秀な
大学院生に対
する特別免除
（半額免除）あ
り
①本人の申請
と 指 導 教 官
の推薦状に基
づき、研究論
文、研究の成
果、著作物、
発明、授業科
目の成績、研
究又は教育に
係 る 補 助 業
務の実績、芸
術の発表会や
スポーツの競
技会における
成績、ボラン
ティア活動等
社会的貢献活
動の実績など
を評価し、総
合判定に基づ
いて選考



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎独立生計者以外は本人の
収入申告不要（就学者は不
要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎独立生計者以外は
給付奨学金等の申請
不要

◎収入基準額等の額
については不明だ
が、特別控除の項目
については文科省と
同基準

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎災害救助法が適用
される、特別災害に
係る特例免除あり

◎最短就業年数超過
（休学は含まない）は
病気・留学等の真に
やむを得ない事情が
ある場合のみ可
　また、博士課程に
ついては1年以内の
超過であれば申請資
格あり

◎独立生計者以外は本人の
収入申告不要（就学者は不
要）

◎在学証明書のみ提出 ◎奨学金については
受給状況を申請する
必要あり
（給付型については
所得とすると記載）

◎収入基準額につい
ては、文科省の全額
免除に係る基準と同
等
＊給与所得に係る控
除額、特別控除の項
目については文科省
と同等だが、特別控
除額については詳細
不明（試算によると
おそらく同基準）

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

　

◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過（休学も含む）
は病気・留学等の真
にやむを得ない事情
がある場合のみ可

◎就学者も含め全員分の所
得証明書を提出必要あり

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
受給状況記載必要あ
り

◎収入基準額につい
ては文科省の半額免
除に係る基準と同等
＊給与所得に係る控
除額、特別控除の項
目については文科省
と同等だが、特別控
除額については詳細
不明（試算によると
おそらく同基準）

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

　

◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

兵
庫
教
育
大
学

全額・半額・
4分の3・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については全額免
除、4分の3免除半額免除、とも
設定
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊全額免除・半額免除基準額、
給与所得の控除額 、特別控除
額については全て文科省基準と
同等、特別控除の項目も文科省
基準と同等
＊大学独自の4分の3免除の収入
基準額については、世帯人数に
関わらず概ね全額免除基準額と
半額免除基準額の中間に独自設
定されている。

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②申請時に規定単位数を修得し
（2年次34、3年次62、4年次102単
位以上）、かつ、累計GPA2.5以上
「院生・修士課程」
①1年次前期は学力基準なし
②修士2年次以降は成績平均値
2.5以上、及び申請時に標準単
位数修得者（2年次は16、3年次
は22単位）
「院生・専門職学位課程」
①1年次前期は学力基準なし
②修士2年次以降は成績平均値
2.5以上、及び申請時に標準単
位数修得者（2年次は17、3年次
は34単位）
＊GPAは[S]を4点]、[A]を3点、
[B]を2点、[C]を1点、[Ｆ]を0点
とし、その合計点を修得単位数
で割り算出
＊成績平均値は[S]を4点]、[A]を3
点、[B]を2点、[C]を1点とし、その合
計点を修得単位数で割り算出

◎障害や疾病、留学
等の特別な理由があ
る場合は学力基準緩
和の可能性あり

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎休職中の現
職教員学生に
対する授業料
免除あり（免除
基準、免除額
等については
一般学生と同
じだが、予算
枠等が別に設
けられている
のかどうかは
不明）

神
戸
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、おそらく共通基
準で困窮度が高いものから予算
範囲内で免除
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されているが、文科省の
収入基準額や特別控除額が試算
をすると当てはまるため、収入
基準額については半額免除の文
科省基準と同額、特別控除額も
概ね同等と考えられる。
＊特別控除項目、及び、給与に
対する控除額については文科省
基準と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期は高校評定平均3.5
以上、又は、国の行う高等学校
卒業程度認定試験、又は大学入
学検定試験に合格した者ついて
は、入学試験の成績が本人属す
る部（科等）における合格者の上
位1/2位以内の者 
②1年次後期以降は各学部が定
める標準単位数（1年次後期が11
単位必要で、概ねそれ以降は各
期ごと15～20単位程度加算）を
修得し、学業成績平均点が70点
以上の者
＊学力評価点は[秀]、[優]を85
点、[良]を70点、[可]を60点と
換算し、その合計点全修得単位
数で割った値
「院生」
＊特に単位数などは定めていない
とのこと、成績基準も公表せず

◎あり（困窮者等に
対し）
・母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者は
①学部一年前期につ
いては高校評定平均
3.2以上に緩和
②1年次後期以降は
学業成績平均点を62
点以上に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎特になし

奈
良
教
育
大
学

全額・半額・
3分の1・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎詳細不明
（授業料免除のサイトや学則に
記載なし）（特別控除項目につい
ては記載あり、文科省基準と同
等）

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は「1年次後
期」は18単位「2年次前期・後期」
は各35・52単位、「3年次前期・
後期」は各70・87単位「4年次前
期・後期」は各105・122単位以上
を申請時に修得し、かつ、修得
単位の学力平均値が2.5以上の者
「院生・修士課程」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は「1年次後
期」は8単位「2年次前期・後期」
は各15・23単位以上を申請時に
に修得し、かつ、修得単位の学
力平均値が2.9以上の者
「院生・専門職学位課程」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は「1年次後
期」は12単位「2年次前期・後期」
は各23・34単位以上を申請時に
に修得し、かつ、修得単位の学
力平均値が2.9以上の者
＊学力平均値は[A]を4点、[B]
を3点、[C]を2点、[Ｄ]を1点と
換算し、その合計点を修得単位
数で割った値

◎あり（困窮者等に
対し）
・母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者は学力基準緩和
することあり

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎就学者も含め全員分の所
得証明書を提出必要あり

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎家庭状況調書に奨
学金の受給状況につ
いて記載必要

◎収入基準額、給与
に係る控除、特別控
除額については文科
省基準と同等
＊大学独自の4分の3
免除の収入基準額に
ついては、世帯人数
に関わらず概ね全額
免除基準額と半額免
除基準額の中間に独
自設定されている。

◎「障害者控除」に関
して、障害者の他に要
介護認定（要支援認定
は除く）を受けている
者も控除対象となる場
合がありと記載

◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎本人の源泉徴票等提出必
要あり（自分以外の就学者
は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金受給証明書
（貸与・給付含む）を
提出必要あり

◎控除額減産前の収
入目安のモデルケー
スから考えて恐ら
く、家計基準につい
ては文科省の半額免
除についての基準額
と同等

◎障害者控除に係る障
害者認定について「要
介護3」以上の者と記
載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎罹災者控除のみ ◎留年、最短就業年
数超過は病気休学・
留学等の真にやむを
得ない事情がある場
合のみ可

◎本人の源泉徴票等提出必
要あり（自分以外の就学者
は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
有無や額を家庭調書
に記入必要

◎詳細不明（授業料
免除のサイトや学則
に記載なし）（特別控
除項目については記
載あり、文科省基準
と同等）

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎特別控除の罹災者
控除のみ

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

奈
良
女
子
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、おそらく共通基
準で困窮度が高いものから予算
範囲内で免除
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されているが、文科省の
収入基準額や特別控除額が試算
をすると当てはまるため、収入
基準額については全額免除の文
科省基準と同額、特別控除額も
概ね同等と考えられる。
＊特別控除項目、及び、給与に
対する控除額については文科省
基準と同等

 ◎規定単位数と成績
「学部生」
①1回生 高校の評定平均値が
3.5以上の者
②2回生以上 前年次までに標準
修得単位数（2回生31単位、3回
生62単位、4回生93単位）以上を
修得し、かつ、前年次までの学
業成績の学力平均値が1.95以上
の者
「院生」（規定単位数等はなし）
①1年次は前課程における学業
成績の学力平均値が1.95以上の
者
②2年次以降は前年次の学業成
績の学力平均値が1.95以上の者
＊平均値は[S・A]または[優]の修
得単位数×3、[B]または[良]の
修得単位数×2、[C]または[可]
の修得単位数×1として換算し
た値を総修得単位数で割った値

◎あり（困窮者等に
対し）
・母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者は
①学部一年前期につ
いては高校評定平均
3.2以上に緩和
②2年次以降は学力
平均値を1.75以上に
緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎特になし

和
歌
山
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎学則に記載なく、要項におい
ても公表していないため不明

◎学則に記載なく、要項におい
ても公表していないため不明

◎学則に記載なく、
要項においても公表
していないため不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎特になし

鳥
取
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額については全て文科
省基準と同等、特別控除の項目
については文科省の設定した項
目だけでなく独自の項目あり
◎特別控除項目に「死亡保険金
の所得控除（学資負担者死亡の
場合）」が独自に設定されてお
り、学士負担者の死亡による
「死亡保険金」から「死亡した
学資負担者の配偶者及び子の合
計人数×500万円を上限とした
金額」が控除される

◎成績のみ
「学部生」（規定単位数等なし）
①1年次生
高校評定が3.5以上、又は入
試成績順位が上位1/2以内の者
（AO入試、推薦入試、特別入
試は、上記の基準を満たしてい
るとみなす）
②2年次生以上
申請時の成績がGPA値2.3以上
の者
「院生・修士」（規定単位数等な
し）
①1年次生
学部の成績がGPA値2.3以上（成
績評価がGPA値でない学生は
下記算式による平均値2.0以上）
又は入試成績順位が上位1/2以
内の者
（推薦入試及び特別入試による
入学者については、上記の基準
を満たしているとみなす。）
②2年次は申請時の成績がGPA
値2.3以上の者
「院生・博士」
①指導教官が成績優秀と認めた
者
＊平均値は[優]×3、[良]×2、
[可]×1として合計点を総修得
単位数で割った値
＊GPAは[A]を4点]、[B]を3点、
[C]を2点、[Ｄ]を1点、[Ｆ]を0点
とし、その合計点を修得単位数
で割り算出

◎あり（困窮者等に
対し）
・母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
く、特別の事情のあ
る者は
①学部一年前期につ
いては高校評定平均
3.2以上、入試成績
上位2/3以内に緩和
②2年次以降はGPA
値を 2 . 1 以上に緩
和、（平均値につい
ては1.8以上に緩和）

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人（独立生計者以外）含
め+J62:J64就学者は所得証
明書提出不要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
書類提出や受給状況
についての記載など
不要

◎控除額減産前の収
入目安のモデルケー
スから考えて恐ら
く、家計基準につい
ては文科省の全額免
除についての基準額
と同等

◎障害者控除に係る障
害者証明について「要
介護・要支援認定書」
と記載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎特別控除の罹災者
控除のみ

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎学則に記載なく、要項に
おいても公表していないた
め不明

◎在学証明書のみ提出 ◎詳細不明 ◎学則に記載なく、
要項も公表していな
いため不明

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎詳細不明 ◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎就学者含め所得の証明書
世帯全員分提出必要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
有無や額の証明書提
出必要

◎文科省基準と同等
＊特別控除項目につ
いては一部独自に設
定

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎特別控除の罹災者
控除のみ

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

島
根
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額については全て文科
省基準と同等だが、特別控除項
目については文科省基準よりも
少ない
＊特別控除に「長期療養者に対
する控除」「主たる家計支持者
が別居している世帯に対する控
除（単身赴任に係る生活費分の
控除）」が存在せず、提出書類
等もなし

◎規定単位数と成績
「学部生」
①新入生は学力基準なし
②2年次以上 申請前年度までに
標準修得単位数（2年次40単位、
3年次75単位、4年次110単位）以
上を修得し、かつ、前年次まで
の学業成績指数が3.0以上の者
「院生」（規定単位数なし）
①新入生は学力基準なし
②2年次は学業成績指数3.5以
上、または研究科によっては指
導教官の推薦を受けた者
③3年次は指導教官が成績優秀
と認めた者
＊学業成績指数は[秀]、[優]の
修得単位数×3、[良]の修得単
位数×2、[可]の修得単位数×1
として換算した値を総修得単位
数で割った値

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎特になし

岡
山
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付の前1年以内
に家計支持者が死亡、災害
を受け授業料の納付が著し
く困難な場合、これに準ず
る場合
＊東日本大震災の被災者に
対する特例免除あり

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、共通基準で困窮
度が高いものから予算範囲内で
免除
◎特別控除額については「就
学者のいる世帯（就学者一人に
つき）のに係る控除」について
は文科省の基準額よりも項目
によって1～15万円多く設定さ
れており、「障害者のいる世帯
（一人につき）に係る控除」は
13万円多く設定されている
◎「火災、風水害、盗難等の被
害を受けた世帯に係る控除」と
は別に「東日本大震災の被災世
帯に係る控除」（160万円控除）
が独自に設けられている（一部
損壊などは認められず、適用に
詳細条件あり）
＊収入基準額については、文科
省の半額免除に係る基準と同等
＊給与所得に係る控除額、特別
控除の項目については文科省と
同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①新入生は学力基準なし
②2年次以上は 各学部･学科等
における各年次までの標準修得
単位数を修得し、前年次の修得
科目の平均点が上位2分の1以内
もしくは、前年次の修得科目の
平均点が70点以上
「院生」（規定単位数なし）
①新入生は学力基準なし
②2年次以降は各研究科･課程に
おける各年次までの標準修得単
位数を修得し、かつ前年次まで
の修得科目の平均点が70点以上
（法務研究科は平均点が上位
1/2以内の者も申請可）
「別科学生･専攻科学生」
①学力基準なし

◎あり（困窮者等に
対し）
・母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
い、本人に障害があ
るなど、特別の事情
のある者は学力基準
緩和することあり

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準不明）

◎特になし

広
島
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、失職、長期療
養などこれに準ずる場合
（新入生は入学前1年以内）

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、おそらく共通基
準で困窮度が高いものから予算
範囲内で免除
＊収入基準額については公表し
ておらず、家族の人数や就学者
数に応じた控除前の収入目安の
み記載されているが、試算をす
ると文科省の収入基準額や特別
控除額が当てはまるため、収入
基準額については全額免除の文
科省基準と同額、特別控除額も
同等と考えられる。
＊特別控除額、及び、給与に対
する控除額については文科省基
準と同等
＊特別控除に「長期療養者に対
する控除」が存在せず、提出書
類等もなし

◎規定単位数と成績
「学部生」
①新入生は出身高校の調査書評
定の平均および入学試験の成績
で判断
②2年次以降は学部ごとの標準
修得単位数を修得し、修得単位
の平均評価点が63点以上である
者
「院生・修士」
①出身大学における修得単位の
平均評価点および入学試験の成
績等により学力を判定
②2年次以降は学部ごとの標準
修得単位数を修得し、修得単位
の平均評価点が63点以上である
者
「院生・博士」
①成績および研究業績等によ
り、研究科長が学業優秀と判定
した場合
＊平均評価点はは修得した単位
のうち[秀]と[優]を3、[良]を2　
[可]を1にそれぞれ換算､合計点
を全修得単位数で割り、その値
に100を乗じて算出

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災、失職、長
期療養などで入学料
の納付が著しく困難
な学生、及びそれに
準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準等の詳細不明）

◎成績優秀か
つ家計状況が
著しく厳しい
学生（新入生）
に対する入学
料全額免除、
全授業料全額
免除、及び奨
学金給付（月10
万）
＊志願する学
部・学科等の
大学入試セン
ター試験配点
合計の80％以
上取得者で、
世帯収入が家
計基準（文科省
の全額免除基
準額の3分の1
程の基準額と
かなり厳しめ）
以下の者（大学
全体で10名程
度の枠が設け
られている）



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎所得証明書を提出必要
（本人以外の就学者は除く）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金受給証明書
（貸与・給付含む）を
提出必要あり

◎文科省基準と同等
＊特別控除項目につ
いては「長期療養者
に対する控除」「主
たる家計支持者が別
居している世帯に対
する控除（単身赴任
に係る生活費分の控
除）」が存在せず、提
出書類等もなし

◎「長期療養者に係る
控除」自体が存在せず
◎障害者控除について
も「要介護」等につい
ては記載なし

◎特別控除の罹災者
控除のみ

◎留年は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可（休学について
は指定なし）

◎独立生計者以外は不要 ◎在学証明書もしくは学生証
提出

◎給付型については
所得に加算。
貸与型についても申
請者本人が独立生計
者の場合加算　

◎収入基準額は文科
省基準と同等だが、
特別控除額は独自に
設定（控除額多め）
また、東日本大震災
の被災世帯に係る控
除」（160万円控除）が
独自に設けられてい
る

◎「障害者控除」につ
いて、要介護認定者も
控除の可能性がありと
記載（介護度指定なし）
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）
◎東日本大震災の被災
者に対する特例免除あ
り

◎「火災、風水害、
盗難等の被害を受け
た世帯に係る控除」
とは別に「東日本大
震災の被災世帯に係
る控除」（160万円控
除）が独自に設けら
れている
◎東日本大震災に係
る特例免除申請可能

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可

◎所得証明書を提出必要
（本人以外の就学者は除く）

◎在学証明書もしくは学生証
提出

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載

◎おそらく文科省の
全額免除基準と同等
特別控除額も同等と
考えられる
＊「長期療養者に係
る控除」は存在せず

◎「長期療養者に係る
控除」自体が存在せず
◎障害者控除について
も「要介護」等につい
ては記載なし

◎特別控除の罹災者
控除のみ

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

山
口
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、失職、長期療
養などこれに準ずる場合
（新入生は入学前1年以内）

◎家計基準については公表して
おらず詳細不明
＊特別控除項目については公開
しており、文科省が定める項目
と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校評定が3.5以上、又は学科
等の入試成績順位が上位1/2以
内の者（AO入試入学者は除く）
②2年次以上
各学部ごとの標準単位数（概ね
2年次30、3年次60、4年次90単
位）を前年度までに修得し、か
つ成績素点の平均点が7.5以上
または学部学科（課程）の上位
1/2以内
「院生」
①各過程ごとの標準単位数を前
年度までに修得し、かつ成績素
点の平均点が7.5以上または課
程の上位1/2以内
＊平均点は5段階評価で「秀」を
9.0点、「優」を8.5点、「良」を7.5
点、「可」を6.5点に換算し、合
計を総修得単位数で割り、算出

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（学力基準について
は授業料免除基準と
同等、家計基準につ
いては不明）

◎特になし

徳
島
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付の前1年以内
に家計支持者が死亡、災害
を受け授業料の納付が著し
く困難な場合、これに準ず
る場合

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額、特別控除項目につ
いては全て文科省基準と同等

◎成績のみ
「学部生」（規定単位数等なし）
①1年次
高校評定が3.5以上、又は学科
等の入試成績順位が上位1/3以
内の者（推薦・一般入試等の試験
区分ごと）
②2年次以上
学科内における学年の前年まで
の成績の順位が上位2分の1以内
「院生」（規定単位数等なし）
①1年次
入学試験（推薦・一般入試等の試
験区分ごと）の成績の順位が上
位1/2以内
②2年次以上
大学院における前年までの成績
の順位が上位2/1以内

◎あり
授業料納期の6か月
以内に（新入生は入
学1年前）学資負担者
の失職等による家計
急変と同等の事情が
あると認められる世
帯、生活保護世帯、
母子父子世帯の者、
又は孤児、障がい者
又は長期療養者（6ヶ
月以上）を含む世帯
の者については学力
基準が緩和
＊学部1年次は高校
評定3.2以上、入試
成績上位1/2以内、2
年次以上は成績順位
が上位2/3以内、大
学院1年次は入試成
績が上位2/3以内、
大学院2年次以上は
成績順位が上位2/3
以内に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（家計基準について
は授業料免除基準と
同等、学力基準は不
明）

◎特になし

鳴
門
教
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊熊本、東北大震災に係る
特別免除資格あり

◎収入基準額については全額免
除、半額免除ともに設定
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されているが、文科省の
収入基準額や特別控除額が試算
をすると当てはまるため、収入
基準額については文科省基準と
同額、特別控除額も概ね同等と
考えられる。
＊特別控除項目、及び、給与に
対する控除額については文科省
基準と同等

◎規定単位数と成績（全額免除
と半額免除で基準異なる）
「学部生」
①1年次は高校2・3年次の評定平
均が[全額免除は4.3]、[半額免除
は4.0]以上
②2年次以上は前年度に規定単
位（2年次・32、3年次・64、4年次
96単位）を修得し、成績平均値
が[全額免除は4.0]、[半額免除は
3.7]以上の者
「院生・修士」
①1年次は学部の成績平均値が
[全額免除は4.7]、[半額免除は
4.4]以上
②2年次は前年度に規定単位（15
単位以上）（専門職学位課程は22
単位以上）を修得し、成績平均
値が[全額免除は4.4]、[半額免除
は4.1]以上の者
＊成績平均値は4段階評価で[S]
は5点、[A]は4点、[B}は3点[C]
は2点に換算し、合計点をS、
A、B、Cの単位数合計で割っ
た値

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
い、本人に障害があ
るなど、特別の事情
のある者は、半額免
除の成績平均値を
0.2緩和（半額免除の
み）

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）
＊熊本、東北大震災
に係る特別免除資格
あり

◎あり
①「卓越した学
生に対する授
業料免除」
②「大学院修学
休業制度を利
用して修学す
る学生を対象
とした授業料
免除」



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎所得証明書を提出必要
（本人以外の就学者は除く）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載
＊山口大学実施の給
付型奨学金は除く）

◎詳細不明 ◎特に記載なし ◎特別控除の「罹災
者控除のみ」

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎本人のアルバイト収入は
総所得に加算と明記

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載

◎文科省基準と同等 ◎特に記載なし ◎特別控除の「罹災
者控除のみ」

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可

◎本人のアルバイト収入状
況については申請する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
アルバイトと合わ
せ、本人の所得とし
て申請必要

◎おそらく文科省の
全額免除基準と同
等、特別控除額も同
等と考えられる

◎特に記載なし ＊熊本、東北大震災
に係る特別免除資格
あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

香
川
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
③学業成績及び人物共に特
に優れているとして大学側
から特待生と認められた学
部学生及び大学院生

◎家計基準については収入基準
額、特別控除額、項目等は学則
等に記載なしのため詳細不明

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校評定が3.5以上、又は学科
等の入試成績順位が上位1/2以
内の者
②2年次以降
学部ごとに定められている各期ご
との規定単位数を修得し、かつ成
績平均値が2.0以上の者
「院生」
①1年次
学部での成績平均値が2.0以上
の者
②2年次以降
前年度の成績平均値が2.5以上
の者（連合法務研究科について
は学年の成績平均が上位3/4以
内で履修制限を受けていない
者）
＊平均値は5段階評価で[秀]を5
点、[優]を4点、[良]を2点、[可]
を1点に換算し、合計点を総修
得単位数で割り、算出

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
いなど、特別の事情
のある者は、
①学部一年次につい
ては高校評定平均
3.3以上、入試成績
上位2/3以内に緩和
②2年次以降は平均
値を1.8以上に緩和
（院生については1
年次基準を1.8に緩
和し、2年次以降は
2.2以上に緩和）

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）

◎あり
①「特待生に対
する授業料免
除」（1年次は対
象外）
＊前年度の学
業成績（最高
学年次の学生
は、当該学年
次以外の全て
の学業成績）を
基に、大学側
が特待生を選
考し、当該学
年の後期分授
業料を全額免
除する制度

愛
媛
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊東北大震災に係る特別免
除あり

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、おそらく共通基
準で困窮度が高いものから予算
範囲内で免除
＊収入基準額については公表し
ておらず、家族の人数や就学者
数に応じた控除前の収入目安の
み記載されているが、試算をす
ると文科省の収入基準額や特別
控除額が当てはまるため、収入
基準額については全額免除の文
科省基準と同額、特別控除額も
同等と考えられる。
＊特別控除項目、及び、給与に
対する控除額については文科省
基準と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校評定が3.2以上、又は学科
等の試験区分ごとの入試成績順
位が上位1/2以内の者
②2年次以降
申請時に学部、学年ごとに定めら
れてい規定単位数（概ね2年30、3
年60、4年90単位）を修得し、かつ
成績平均値が2.1以上の者（医学
部は学力基準なし）
「院生・修士」（規定単位数なし）
①1年次は学部での成績平均値
が2.1以上の者
②2年次以降は前年度の成績平
均値が2.2以上の者
「博士」
①1年次は学部によって異な
り、前課程での成績平均値が
2.1～2.2以上、（農学研究科、医
学研究科については指導教官の
推薦のある者）
＊平均値は4段階評価で[秀]を4
点、[優]を3点、[良]を2点、[可]
を1点に換算し、合計点を総修
得単位数で割り、算出

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯の者につ
いては、学部2年次
以降の成績平均値を
2.0以上に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）

◎特になし

高
知
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎学則に記載なし、要綱につい
ては学生に直接配布とのことで
詳細不明

◎学則に記載なし、要綱につい
ては学生に直接配布とのことで
詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎あり
①優秀な学部
学生・大学院生の
確保及び在学
生の意欲向上等
を目的とし、各学
部及び各専攻か
ら推薦された学
部学生12名、大
学院生9名に対
して授業料年額
（535,800円）を
免除する制度
②優秀な学生
の確保、在学生
の更なる学業の
向上と学生の
活力の醸成を
目的とし、各専
攻から推薦され
た大学院生 計
31名に対して授
業料年額の1/4
（133,950円）を
免除する制度



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人含む就学者は独立生
計者以外は不要

◎在学証明書のみ提出 ◎給付型奨学金のみ
有無や額の証明書提
出必要

◎家計基準について
は収入基準額、特別
控除額、項目等は学
則等に記載なしのた
め詳細不明

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎特別控除の「罹災
者控除のみ」

◎留年、最短就業年
数超過は病気、留学
など特別な理由ある
場合は超過1年以内
に限り申請可

◎本人のアルバイト収入状
況については申請する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
有無や額の証明書提
出必要

◎おそらく文科省の
全額免除基準と同等
特別控除額も同等と
考えられる

◎特に記載なし ＊東北大震災に係る
特別免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気、留学
など特別な理由ある
場合は超過1年以内
に限り申請可

◎学則に記載なし、要綱に
ついては学生に直接配布と
のことで詳細不明

◎学則に記載なし、要綱につ
いては学生に直接配布とのこ
とで詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎学則に記載なし、要
綱については学生に直
接配布とのことで詳細
不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明

◎学則に記載なし、
要綱については学生
に直接配布とのこと
で詳細不明



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

福
岡
教
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊平成29年九州北部豪雨に
関する授業料免除あり（熊
本震災に関する者は平成28
年度まで）

◎学則に記載なく、要項におい
ても公表していないため不明

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期は学力基準なし
②1年次後期以降は
「1年次後期」は15単位「2年次前
期・後期」は各30・45単位、「3年次
前期・後期」は各60・75単位「4年
次前期・後期」は各90・105単位以
上を申請時に修得し、かつ、全
修得単位数のうち[秀]、[優]、[良]の
単位数が72.5％以上であるもの
「院生」
①1年次は入学試験の成績が各
科及びコースの上位1/2以内で
あること、又は入学試験の配点
の60.0％以上取得者
②2年次後期以降は前年次まで
に14単位以上を修得し、かつ全
修得単位数のうち[秀]、[優]、[良]の
単位数が72.5％以上であるもの

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
いなど、特別の事情
のある者は、
①学部生については
[秀]、[優]、[良]の単
位数が65％以上に緩
和
②院生については1
年次の入試成績が配
点の55％に緩和、お
よび、2年次につい
ては[秀]、[優]、[良]
の単位数が65％以上
に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）
③教職大学院に入学
する者であって教育
委員会から派遣され
る現職教員

◎あり（教職大
学院生）
①教職大学院
に入学する者
であって教育
委員会から派
遣される現職
教員に対する
入学料免除あ
り

九
州
大
学

全額・半額・
4分の1・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊熊本地震に係る特例免除
あり

◎収入基準額については全額免
除、半額免除、4分の1免除と額
に応じて設定
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されている。
全額免除となる場合は、極めて
困窮度が高い場合に限定すると
されており、学部生については
4人世帯以下の者については、
控除前の給与収入の目安が104
万円以下となっているなど、文
科省の全額免除基準と比べて非
常に厳しく設定されている。
＊半額免除の目安についてもか
なり低く設定されており、文科
省の全額免除基準よりも厳しい
ものであると考えられる。
＊4分の1免除については、収入
目安から考えると文科省の半額免
除基準と同等と考えられる。
＊収入目安から考えると収入に係
る控除については文科省基準と
同等、特別控除額、項目ともに文科
省基準と概ね同等と考えられる
◎熊本震災の被害額に係る特別
控除あり

◎規定単位数と成績
「学部・大学院生」
①1年次生は入試成績が上位3分
の2以内の者
②2年次生以上は、修得単位数
が各年次における標準
修得単位数を満たし平均水準以
上の者

◎特になし ◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（家計基準について
は全額、半額免除基
準額ともに文科省が
定める授業料免除に
係る全額、半額免除
の収入基準額と同
額）

◎特になし

九
州
工
業
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊熊本地震に係る特例免除
あり

◎収入基準額については全額免
除、半額免除と額に応じて設定
◎給与所得の控除については文
科省基準と同等
◎特別控除の項目については文
科省の設定と概ね同じである
が、「世帯の就学者一人あたりに
対する特別控除額」については
（「高等専門学校生に対する控
除」の一部を除き）12項目全て
で、文科省の控除額を上回って
いる（3万～最大30万程度上回っ
ており、中学生一人あたりに対
する控除額の差が最も大きい）
＊高等専門学校学生1人あたりに
対する控除については私立、国
公立高専ともに「1～3年次」、「4
～5年次」と段階を2つに分け、文
科省基準よりもさらに細かく区
分されている。控除額について
は「1～3年次」については文科省
基準よりも1～3万円少なく設定
されているが、「4～5年次」につい
ては文科省基準よりも4～8万円
控除額が多く設定されている
◎世帯の「障害者一人あたりに対
する特別控除額」も文科省基準よ
り13万円多い（世帯を対象とする
控除については、その他の項目に
ついては文科省基準額と同等）

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校評定が3.9以上、又は学科
等の試験区分ごとの入試成績順
位が上位1/3以内の者
②2年次以降
申請時に学年ごとに定められ
ている規定単位数（2年36、3年
72、4年110単位（情報工学部に
ついては各年度2単位分低く設
定）を修得し、かつ前年度成績
平均値が1.9以上の者
「修士」
①1年次は入試試験の成績がA
及びBの者（詳細不明）
②2年次以上は前年度成績平均
値が2.5以上の者
「博士」
①入試試験の成績がA及びBの
者（詳細不明）
＊成績平均値は4段階評価で
[秀]、[優]を3点、[良]を2点、
[可]を1点に換算し、合計点を
総修得単位数で割り算出

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
いなど、特別の事情
のある者は
①学部1年次は入学
試験成績順位が上位
1/2以内に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（学力基準、家計基
準ともに授業料免除
の基準と同一）

◎あり
4年次の学業成
績優秀者に対
して、4年次の
授業料全額免
除



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人（独立生計者以外）含
め就学者は所得証明書提出
不要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金のみ
有無や額の証明書提
出必要

◎学則に記載なく、
要項においても公表
していないため不明

◎障害者控除に係る障
害者認定について「要
介護3」以上の者と記
載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

＊平成29年九州北部
豪雨に関する授業料
免除あり（熊本震災
に関する者は平成28
年度まで）

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等による休学などの
真にやむを得ない事
情がある場合のみ可

◎本人（独立生計者以外）含
め就学者は所得証明書提出
不要（103万円以上の場合は
提出）

◎在学証明書もしくは学生証
のコピー提出

◎奨学金については
書類の提出や受給の
有無の申告不要

◎控除前の収入目安
から考えると全額、
半額免除ともに文科
省基準よりも大幅に
厳しく設定されてい
る。

◎障害者控除に係る障
害者認定について、要
介護認定者と指定あり
（介護度については指
定なし）
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

◎熊本地震の被害世
帯に係る特別控除あ
り
◎熊本地震に係る特
例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過（休学は含ま
ない）は病気、留学
など特別な理由ある
場合は超過1年以内
に限り申請可

◎本人のアルバイト収入状
況については申請する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
家計調書に記入必要

◎収入基準額は文科
省基準と同等だが、
特別控除額は独自に
設定（控除額多め）

◎特に記載なし ◎熊本地震に係る特
例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

佐
賀
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊熊本地震に係る特例免除
あり

◎収入基準額については全額免
除、半額免除と額に応じて設定
＊収入基準額については、独自
に定められており、全額免除、
半額免除いずれにおいても、文
科省の収入基準額よりも厳しく
設定
◎特別控除の項目については文
科省の設定と同じであるが、「世
帯の就学者一人あたりに対する
特別控除額」については一部を
除き、ほとんどの項目で、文科省
の控除額を上回っている（1万～
最大15万程度上回っている）
＊高等専門学校学生1人あたり
に対する控除については私立、
国公立高専ともに「1～3年次」、
「4～5年次」と段階を2つに分
け、文科省基準よりもさらに細
かく区分されている。控除額に
ついては「1～3年次」について
は文科省基準よりも4～8万円少
なく設定されているが、「4～5
年次」については文科省基準よ
りも4～8万円控除額が多く設定
されている
＊「国・公立高等学校及び中等
教育学校の後期課程」、「私立
高等学校及び中等教育学校の後
期の課程」の生徒1人につき控
除される額については文科省基
準よりも6～9万円少なく設定
◎世帯の「障害者一人あたりに
対する特別控除額」も文科省基
準より13万円多い（世帯を対象
とする控除については、その他
の項目については文科省基準額
と同等）

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校評定が3.2以上、又は学科
等の試験区分ごとの入試成績順
位が上位1/2以内の者
②2年次以降
前年度までに学年ごとに定めら
れている規定単位数（2年36、3
年72、4年110、5、6年次120単
位以上）を修得し、かつ前年度
成績平均値が2.1以上の者
「院生・修士」
①1年次
学部での成績平均値が2.1以
上、又は専攻科の入学試験の成
績が優秀と認められた者
②2年次以降
前年度8単位以上修得し、前年
度の成績平均値が2.1以上の者
「院生・博士」
①1年次
入試成績が各専攻科において優
秀と認められた者
②2年次
前年次までの学業成績が専攻科
において特に優秀と認められた
者
＊成績平均値は4段階評価で
[秀]を4点、[優]を3点、[良]を2
点、[可]を1点に換算し、合計
点を総修得単位数で割り算出

◎あり
学資負担者の死亡、
生活保護世帯、本人
が障害者、被爆者及
び被爆者の子女につ
いては学力基準が緩
和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）

◎特になし

長
崎
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎要項等公表しておらず、学則
にも記載なく、詳細不明

◎要項等公表しておらず、学則
にも記載なく、詳細不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
なく、詳細不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）

◎要項等公表
しておらず、
学則にも記載
なく、詳細不
明

熊
本
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊熊本地震に係る特例免除
あり
＊平成29年度九州北部豪雨
被災者に対する入学料免除
あり

◎収入基準額については全額免
除、半額免除と額に応じて設定
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されているが、文科省の
収入基準額や特別控除額が試算
をすると当てはまるため、収入
基準額については文科省基準と
同額、特別控除額も概ね同等と
考えられる。
＊給与に対する控除額について
は文科省基準と同等、特別控除
項目についてはおそらく同等と
考えられるが詳細不明

◎規定単位数と成績
「学部生」①1年次
高校評定が3.5以上、又は学科
等の入試成績順位が上位1/2以
内の者
②2年次以上
前年度までに学部で定められた
標準修得単位数を修得してい
る者で、GPA2.0以上、かつ、
GPAが上位1/2以内の者
「院生」（規定単位数等なし）
①1年次
各研究科における入学試験の
成績の順位が上位2/5以内、又
は、GPAが研究科上位2/5以内
の者
②2年次以上
各研究科ごとの標準修得単位数
を修得し、学業成績等が当該研
究科等が求める一定の基準以上
の者
「院生博士」
①本人の属する研究科等が求め
る一定の基準以上の者 

◎特になし ◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合（基準の
詳細不明）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人のアルバイト収入状
況については申請する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載

◎収入基準額、特別
控除額の大部分につ
いて独自に設定

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（一
年分）

＊熊本地震に係る特
例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可（原則1年
以内）

◎要項等公表しておらず、
学則にも記載なく、詳細不
明

◎要項等公表しておらず、学
則にも記載なく、詳細不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
なく、詳細不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
なく、詳細不明

◎要項等公表しておら
ず、学則にも記載な
く、詳細不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
なく、詳細不明

◎要項等公表してお
らず、学則にも記載
なく、詳細不明

◎本人のアルバイト収入状
況については申請する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎奨学金については
免除申請書に有無と
額記載必要

◎おそらく文科省の
免除基準額と同等
特別控除額も同等と
考えられる

◎障害者控除に係る障
害者認定について要介
護者に関する記載なし
＊「長期療養者に係る
控除」については詳細
公表しておらず不明

＊熊本地震に係る特
例免除あり
＊平成29年度九州北
部豪雨被災者に対す
る入学料免除あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

大
分
大
学

全額・半額・
入学料
（半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊東日本大震災および熊本
地震被災学生のための入学
料及び授業料に係る特別支
援あり

◎収入基準額については設定し
ているが、免除額に応じた設定
はしておらず、学力基準及び家
計基準を満たす者のうちから、
予算の範囲内で家計が困難な方
から順番に許可
＊収入基準額については公表し
ておらず、控除前の収入目安の
み記載されているが、文科省の
半額免除に関する収入基準額や
特別控除額が試算をすると当て
はまるため、収入基準額につい
ては文科省基準と同額、特別控
除額も概ね同等と考えられる。
＊給与に対する控除額について
は文科省基準と同等、特別控除
項目についてはおそらく同等と
考えられる

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次前期（後期は成績平均値
が標準点以上）
高校評定が3.5以上、又は学科
等の試験区分ごとの入試成績順
位が上位1/2以内の者
②2年次以降
申請時に学部、学年ごとに定め
られてい規定単位数（概ね2年
30、3年60、4年90単位）を修得
し、かつ成績平均値が標準点以
上の者
「院生・修士」
①1年次前期（後期は成績平均値
が2.2以上）
学部での成績平均値が2.0以上
（3段階評価）、又は3.0以上（4段
階評価）の者
②2年次以降
1年次において15単位以上を修
得し、かつ申請時の成績平均値
が2.2以上の者
「院生・博士」
①指導教員の所見が学業優秀の
者
＊平均値は4段階評価で[S]を5
点、[A]を4点、[B]を3点、[可]
を2点に換算し、合計点を総修
得単位数で割り、算出

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
＊母（父）子家庭、生
活保護世帯等、経済
的困窮度が著しく高
いなど、特別の事情
のある者は、
①学部一年次につい
ては高校評定平均
3.3以上に緩和
②2年次以降は平均
値を0 . 3緩和（院生
については1年次前
期基準を1.8に、後
期基準を2.0に緩和
し、2年次以降は2.0
以上に緩和）
◎家計基準の緩和あ
り
＊申請者が障害者で
ある、世帯に長期療
養者又は障害者がい
る場合は収入基準額
を超える額が収入基
準額の10パーセント
以下であるときに限
り、免除対象者とす
る

◎有り
「学部生・院生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
②経済的理由により
入学料の納入が困難
で、かつ、学業優秀
である場合
＊学部生は高等学校
の学業成績の評定平
均値が4.5以上、大
学院生は学部の成績
平均値が2.0以上（生
活困窮者等は0.2平
均値が緩和）
＊家計基準について
は公表しておらず

◎特になし

宮
崎
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
③日本学生支援機構給付型
奨学金制度の給付奨学生
＊熊本地震に係る特例免除
あり

◎学則に記載なく、要項におい
ても公表していないため不明

◎規定単位数と成績に基づく
＊詳細については要項や学則に
記載なく公表しておらず不明

◎要項や学則に記載
なく公表しておらず
詳細不明

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）

◎特になし

鹿
児
島
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊熊本地震に係る特例免除
あり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定、
◎給与所得の控除額、特別控除
額についても設定
＊基準額、給与所得の控除額、
特別控除額、特別控除項目につ
いては全て文科省基準と同等

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校評定が3.5以上、ただし高
校卒業程度認定試験（旧大学入
学資格検定試験）合格者は学科
等の入試成績順位が上位1/2以
内の者
②2年次以降
申請時に学部、学年ごとに定め
られている規定単位数（2年各期
30・45、3年60・75、4年90・105単
位）を修得し、かつ、成績平均
値が2.0以上の者、又はGPAが
上位1/2以内の者
「院生・修士」
①1年次
入学試験の成績が各研究科で上
位1/2以内の者、又は学部にお
けるGPAが2.0以上の者
②2年次
申請時に学部、学年ごとに定め
られている各期規定単位数を修
得し、かつ、GPAが2.0以上の
者、又はGPAが上位1/2以内の
者（農学研究科、司法政策研究
科は除く）
＊GPA評価の単位について
は、4段階評価でA・Bは3点、C
は2点、Ｄは1点で算出

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
母子・父子家庭に属
する者、申請者本人
が障害者である者等
については、要件を
多少緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（授業料免除基準と
同等）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人（独立生計者以外）含
め就学者は所得証明書提出
不要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては家計評価額の
算出に用いると明記

◎おそらく文科省の
免除基準額と同等
特別控除額も同等と
考えられる

◎障害者控除に係る障
害者認定について「要
介護2」以上の者と記
載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能（1年
分）

＊東日本大震災およ
び熊本地震被災学生
のための入学料及び
授業料に係る特別支
援あり

◎留年、最短就業年
数超過は病気・留学
等の真にやむを得な
い事情がある場合の
み可

◎本人のアルバイト収入状
況については申請する必要
あり（本人以外の就学者（独
立生計者以外）は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載

◎学則に記載なく、
要項においても公表
していないため不明

◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保険
法により「要介護3以
上」の認定を受けた人
がそのサービスを利用
した場合の自己負担額
を申請可能（一年分）

◎熊本地震被災学生
のための入学料及び
授業料に係る特別免
除あり

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可

◎104万円以上の収入があ
る場合は本人のアルバイト
収入状況については申請す
る必要あり（本人以外の就
学者は不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載

◎全て文科省基準と
同等

◎特に記載なし ＊熊本地震に係る特
例免除あり

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可



 

免除額 申請資格 所得基準
（収入基準額・特別控除額等） 学力基準 基準等の

緩和特例
入学料免除の
有無と基準

独自の
免除制度

鹿
屋
体
育
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定されてお
り全て文科省の基準
◎特別控除の項目については
文科省の設定と同じであるが、
「世帯の就学者一人あたりに対
する特別控除額」については一
部を除き、ほとんどの項目で、
文科省の控除額を上回っている
（1万～最大15万程度上回って
いる）
＊高等専門学校学生1人あたり
に対する控除については私立、
国公立高専ともに「1～3年次」、
「4～5年次」と段階を2つに分
け、文科省基準よりもさらに細
かく区分されている。控除額に
ついては「1～3年次」について
は文科省基準よりも4～8万円少
なく設定されているが、「4～5
年次」については文科省基準よ
りも4～8万円控除額が多く設定
されている
＊「国・公立高等学校及び中等
教育学校の後期課程」、「私立高
等学校及び中等教育学校の後期
の課程」の生徒1人につき控除
される額については文科省基準
よりも6～9万円少なく設定
＊「専修学校高等課程1人あたり
に対する控除」については国公立・
私立ともに文科省基準よりも控除
額が（7～12万円）少なく設定
◎世帯の「障害者一人あたりに
対する特別控除額」も文科省基
準より13万円多い（世帯を対象
とする控除については、その他
の項目については文科省基準額
と同等）

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次
高校評定が3.2以上
②2年次以降
前年度までに規定単位数（2年
31、3年62、4年93単位）を修得
し、かつ成績平均値が3.2以上
の者
「大学院」（規定単位数なし）
①1年次
高校評定が3.2以上の者
②2年次
前年度の成績平均値が3.2以上
の者
＊成績平均値は4段階評価で
[秀]、[優]（A）を4点、[良]（B）を
3点、[可]（C）を2点、[可]（Ｄ）を
0点に換算し、合計点を総修得
単位数で割り算出

◎学力基準緩和あり
学資負担者の死亡、
生活保護世帯、本人
が障害者、被爆者及
び被爆者の子女につ
いては学力基準が緩
和
＊成績平均値が3.0
に緩和

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）

◎あり
学生の勉学意
欲の向上、優
秀な人材の輩
出などを図る
ことを目的と
し 「学業成績
優秀者及び競
技成績優秀者
に対する入学
料特別免除制
度」及び「授業
料特別免除制
度」を実施
＊入学料特別
免除は国際大
会や全国大会
などで優秀な
成績を収めた
者の中から上
位の成績を持
つ者（1競技に
つき2名まで）
を大学側が選
出
＊授業料特別
免除はGPA上
位者3名を大学
側が選出

琉
球
大
学

全額・半額・
入学料
（全額・半額）

①経済的理由によって納入
が困難で、かつ、学業成績
が優秀と認められる者
②授業料納付6か月以内に
家計支持者が死亡、災害を
受け授業料の納付が著しく
困難な場合、これに準ずる
場合（新入生は入学前1年以
内）
＊熊本・東北大震災に係る
特別免除あり

◎収入基準額については半額免
除、全額免除とも設定されてお
り全て文科省の基準
◎世帯を対象とする控除について
は、（「申請者本人に対する控除」
「父母以外の者で収入を得てい
る者のいる世帯に対する控除」、
「主たる家計支持者が別居してい
る世帯に対する控除」を除いて）
ほぼ全ての項目で控除額が多く設
定. 給与所得に係る控除額は文
科省基準と同等
＊「就学者一人当たりに対する控
除」は（高専生に対する控除の除
き）全ての項目において文科省基
準よりも控除額が多く（14～72万円
多く）設定されている。
＊高等専門学校学生1人あたり
に対する控除については私立、
国公立高専ともに「1～3年次」
「4～5年次」と段階を2つに分
け、文科省基準よりもさらに細
かく区分されている。控除額に
ついては「1～3年次」について
は文科省基準よりも4～8万円少
なく設定されているが「4～5年
次」については文科省基準より
も4～8万円控除額が多く設定さ
れている
＊また「母（父）子世帯に対する
控除」、「障害者のいる世帯に
対する控除」の額も文科省基準
に対し各50万、13万円多く設定
されている
◎本人に対する控除については
「自宅外通学・学寮」という項
目が独自に設定（50万円）

◎規定単位数と成績
「学部生」
①1年次は学力基準なし
②2年次以降
前年度までに規定単位数（2年
31、3年62、4年93単位）を修得
し、かつ成績平均値が2.0以上
の者（医学科を除く）
「院生」
①1年次は学力基準なし
②2年次以降
前年度までの成績平均値が2.0
以上の者
＊成績平均値は[優]以上を3
点、[良]を2、[可]を1点、に換
算し、合計点を総修得単位数で
割り算出

◎学力基準緩和あり
（困窮者等に対し）
＊以下のいずれかに
該当する者には学力
基準緩和
①世帯の前年1年間
の総収入金額が200 
万円未満の者
②の世帯の前年総所
得が給与収入以外の
所得のみの場合は 
77万円未満の者
③の世帯の前年総所
得が、給与収入と給
与収入以外の所得の
両方がある場合は、
控除した給与収入と
その他の所得を合算
した金額が 77 万円
未満の者

◎有り
「学部生」
①入学1年前以内に
家計を支える人の死
亡や被災などで入学
料の納付が著しく困
難な学生、及びそれ
に準ずる者など
「院生」
①又は、②経済的理
由により入学料の納
入が困難で、かつ、
学業優秀である場合
（基準の詳細不明）

◎特になし



 

本人（兄弟等）の
収入の取扱

就学者の
授業料免除の取扱 奨学金の取扱 独自の基準額等の

設定有無 要介護者の特別控除 災害特例 修業年限超過

◎本人のアルバイト収入状
況については申請する必要
あり（本人以外の就学者は
不要）

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載

◎収入基準額は文科
省基準と同等だが、
特別控除額は独自に
設定（控除額が全体
的に高い、しかし、
一部低く設定されて
いる項目も）

◎特に記載なし ◎特別控除の「罹災
者控除のみ」

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可

◎本人（独立生計者以外）含
め就学者は所得証明書提出
不要

◎特別控除にあたり、本人以
外の就学者の授業料免除等を
考慮
＊兄弟の就学状況及び授業
料免除の有無・免除額につい
て、兄弟等の就学先から証明
書を発行してもらい、申請時
に提出する必要あり

◎給付型奨学金につ
いては所得に加算と
記載

◎収入基準額は文科
省基準と同等だが、
特別控除額は独自に
設定（控除額が全体
的に高く、独自項目
あり）

◎「障害者控除」に係
る障害者認定について
「要介護3」以上の者
と記載あり
◎「長期療養者に係る
控除」についての支出
証明状況書に介護保
険法により「要介護認
定・要支援認定」を受
けた人がそのサービス
を利用した場合の自己
負担額を申請可能

＊熊本・東北大震災
に係る特別免除あり

◎留年、最短就業年
数超過（休学含む）は
病気・留学等による
休学などの真にやむ
を得ない事情がある
場合のみ可


